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序章　課題と方法
⑴　人間発達における自立と共生との関係
⑵　自立と共生における学校と地域
⑶　学校の官僚制化と地域からの学校の分離
⑷　�基本的な人権としての学習論と民主主義形成

のための公教育の原理
　　�鹿児島大学教育学部教育実践センター研究紀

要　第１７巻（２００７年１１月）掲載

第１章　自立とコミュニティ
－マッキバー，テンニース，マルクスから学ぶ－
⑴　マッキーバーのコミュニティ論とパーソナリ

ティーの発達
⑵　テンニースのゲマインシャフトとゲゼルシャ

フトからみる人々の結合論
⑶　マルクスの資本主義に先行する諸形態からみ

る共同体論
　　�第１章　鹿児島大学教育学部教育学部研究紀

要第５９巻教育科学編（２００８年３月）掲載

第２章�　競争による孤立化と共生による
連帯

⑴　�デユルケムの社会的分業によるアノミー的現
象論と市民的連帯の道徳教育論

　１�．�共同的人格からの機械的連帯と分業の発展
による機能的連帯としての復原的制裁の役
割

　２．愛他主義こそ人間社会の本質
　３．分業の社会的病理
　４，社会病理と自殺問題
⑵　孤独な群衆－リースマンより－

⑶　�現代日本の孤立化現象と社会病理　－現代日
本の自殺急増問題を中心として－

第３章�　分業の発展による官僚制と参画
民主主義

⑴　現代社会と官僚制
　１．�現代的視点からの資本主義発展と官僚制の

分析
　２．�官僚制の発展によるエリート退廃－Ｇ．Ｗ．

ミルズのパワーエリート論の退廃論の検討
をとおして－

　３．官僚制の逆機能－マートンの理論の検討－
　４．日本の官僚制問題の特徴
⑵　�資本主義の発展と官僚制－ウェーバーの官僚

制論の検討から－
　１．ウェーバーの官僚制論の特徴
　２．官僚制的装置の永続的性格
　３，指導人物と官僚制
⑶　学校教育の官僚制と新しいコミュニティ形成
　１．教育行政の特殊性と官僚制
　２．学校経営と官僚制
　３．児童生徒への教育活動と官僚制
　４．校区コミュニティと学校の官僚制の克服

第４章�　資本主義と道徳教育の課題－稲
盛和夫の人間観から－

⑴　市場経済の道徳問題と稲盛和夫の利他精神
⑵　稲盛和夫人間発達観－こころを磨く－
⑶　２１世紀の社会的正義
⑷　稲盛経営哲学とモラル問題
　　�第２章から第４章　鹿児島大学教育学部教育

自立と共生の教育社会学（その５）
－地域民主主義と学校の再生－
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実践研究紀要第１８巻（２００８年１１月）掲載

第５章　人間学概念の構造化
⑴　自立的人間性と正義精神
⑵　人間の学―和辻哲郎から―
⑶　�人道主義倫理の諸問題と道徳－エーリッヒ・

フロムから－
⑷　�日本的ヒューマニズムと人間力－伊藤仁齋の

検討を中心として
⑸　アジア的幸福観と利他の精神
⑹　人間論の生物学的アプローチの検討

第６章　人間力と学問
⑴　�人間知と教養－ヒルティの幸福論の検討より

－
⑵　生き方と人間力形成－伊藤仁齋の立子問－
⑶　学問と人間力形成－石田梅岩に学ぶ－
⑷　�学問と仁政（経世済民）－横井小楠から学ぶ

－
　　�第５章から６章　鹿児島大学教育学部教育実

践研究紀要第１９巻（２００９年１１月）掲載

第７章　子どもの発達と自立
⑴　�人間形成としての子どもの自立的発達－フ

レーベルの「人間の教育」から学ぶ－
　１．�子どもの共同感情の発達－微笑と安心の共

同感情－
　２．子どもの誕生と成長の源泉
　３．学校は子どもにとって何なのか
　４．�子どもの遊びの場を提供する地域社会の役

割
　５．子どもの好奇心と自然環境の役割
　６．フレーベルから学ぶ芸術教育
　７．読み書きの教育

⑵　地域と学校－デユーイから学ぶ－
　１．学校の社会的役割
　２．小学校教育と子どもの生活
　３．�子どもの指導とカリキュラム－子どもの現

時の体験と未来の経験－
　４．教材を扱う科学者の側面と教師の側面
　５．�反省的注意力と子どもの自立的精神の発達

－反省的注意力発達と自然教育－

第７章　本巻　子どもの発達と自立
⑴　�人間形成としての子どもの自立的発達－フ
レーベルの「人間の教育」から学ぶ－

１．�子どもの共同感情の発達－微笑と安心の共同
感情－

人間の共同感情としての微笑
　人間のもつ共同感情は，社会的存在としての人
間のもっている本質的特徴である。人間の感情は，
個々の感覚的な快と不快，自己欲求の充足による
個人の感覚的な感情ではなく，社会的存在として，
個々が意識して，コミュニケーションをもっての
共同感情である。微笑は，人間の喜びを体で表し
てのコミュニケーションであり，微笑は，人間の
生命にとって活動の平安のあらわれである。
　微笑は，生き生きと動きまわる人にとって，重
要なことである。人間の社会的存在の本質にとっ
て，微笑や平安は大切なことになる。微笑は，人
間的に子どもが発達していくうえでは，もちろん
のこと，人間が衰えていく過程でも，人間の生命
の本質にかかわるものである。
　人間にとって，安心は，共同感情のなかで発達
していく。しかし，弱肉強食の競争社会のなかで
は，安心の共同感情がなかなか生まれてこない。
子どもにとって，安心とはなにか。幼児期にとっ
て，安心とはなにか。それは，子どもが親から保
護されていることである。親は愛情をもつことに
よって，子どもを心から自己犠牲をもって保護す
る。親からの愛情は安心感の源泉である。子ども
らしくならないことは，親の保護，安心感がない
なかであらわれる。そこでは，子どもの成長期の
情操の発達を無視して，子どもが大人のようなふ
るまいをしていくのである。
　子どもにとって，最初の安心とはどのようなこ
とからであろうか。微笑は，子どものコミュニケー
ションの満足と安心からであり，喜びの共同感情
への意志表示である。子どもは，母親との安心の
共同感情から喜びが生まれる。そして，父親，さ
らに，家族から愛されていることではじまる。そ
れは，家族の安心の共同感情へとひろがっていく。
死をむかえる終末期の人間にとって，安心の共同
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感情とはなんであるのか。
　人間らしく死をむかえるとはどういうことか。
死を迎えることでも安らかにという安心感情があ
る。安心感情は，家族や今まで生きてきた人生の
重みをもって，まわりから感謝されて死をむかえ
ていくことになるのではないか。感謝の気持ちは，
死をむかえていく本人自身の感謝以上に，まわり
の人々の感謝の気持ちにも連なっていく。子ども
の成長は，同時に高齢者との循環のなかで，成し
遂げられていくのである。子どもだけが成長して
いるのではない。人間のライフサイクルの循環の
なかで子どもの成長があることを忘れてはならな
い。
　今はお年寄りが感謝されている時代であろう
か。むしろ，お年寄りは，パソコンもできないし，
携帯電話を上手に使えないということで，子供た
ちから軽蔑の対象になっていないか。また，世の
中に必要のない人間として思われていないのか。
退職をむかえると一般の職場では，その人に感謝
の気持ちをあらわす祝いが行われる。
　今まで長らくご苦労様と感謝の気持ちをもって
退職を祝うことが人間的感覚であるが，しかし，
このことがやられることが少なくなっていない
か。リストラの嵐のなかで，早期退職の勧奨制度
で，じゃまもの扱いに退職前には，人間的に扱わ
れない場合が少なくない。早期退職を自ら名のり
でても本当にまわりは感謝の気持ちをあらわすの
か。むしろ，用のなくなった人間がいなくなった
として冷たい目で追い払うのではないか。職場の
安心の共同の感情がゆらいでいるのではないか。
　人間の発達と笑いは豊かな人格形成にとって重
要である。「笑う門には福来る」というごとく，
認知症の進行によっても笑いを失わないことはま
わりの心を和ませてくれる。認知症の進行は，数
や図形などの知的な分野や言語認識など衰えてい
くが，笑いのコミュニケーション感情は豊かに残
されている。
　まさに，人と人の関係に，笑いによって，敏感
に反応しているのである。家族との対人の認識が
できなくなっていくが，笑いの感情は失っていな
い。笑いのないときは，家族でも反応しないので
あるが，笑いのコミュニケーションは，豊かに表

現してくれる。
　笑い人形は，ぜんまいを巻いて，ボタンをおす
と，ころげながら笑う。それを見ていて，まわり
も笑う。本人は，しっかりと人形を抱いて，共感
の笑いを続ける。
　笑いは，すばらしい人間的なコミュニケーショ
ンであり，幸福という共感の世界を導いてくれる。
人間の発達，子どもの豊かな感情の成長というこ
とで，笑いの文化をもっと身につけていくことが
必要ではないか。ジョークや日本の落語などの笑
いの世界を教育のなかでどのように工夫していく
か。軽蔑の対象としての笑い，享楽に非人間的な
行為をしながら笑う世界ではなく，幸福を共感し
ながら，お互いの人格を尊重しながら，心から笑
える世界を人間形成として，教育的にいかに役立
てていくかということである。
差別の笑いと平安の笑い
　人から笑われて恥をかくということで，笑いと
いうことが差別の表現であったり，いじめの対象
になったり，人を小ばかにしてまわりに笑いをさ
そうことなど，笑いが人権侵害になっている退廃
現象もあるのである。人間としてゆたかな人間関
係を築くための笑いが軽蔑という差別的ないじめ
になっているのである。笑われたことによって，
傷ついた子ども達がいることも重視しなければな
らない。人間関係において，人をほめるというこ
とではなく，人をけなすことで，笑いをさそった
り，暴言や人をなぐる動作が笑いになっているこ
ともある。まさに，人を傷つけることが笑いになっ
ている非人間的な差別的現象の笑いと平安の微笑
とは本質的に異なることを述べておかねばならな
い。
　フレーベルは，子どもの共同感情の発達におけ
る微笑と安心を強調するが，それは人間の本質で
あり，人間の全生命の純粋のあらわれであると次
のように述べている。子どもの共同感情の発達は
自己意識の表示である。
　「子どもが快適な暖かさに包まれ，透明な光を
浴び，澄みきった空気を吸い，微笑したり，満足
したり，悦んだり，活発に動きまわったりするの
は，この感情から生じてくるのである。これこそ，
子どもの，ひいては人間の最もはやい時期におけ
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る自己意識の芽生えである。したがって子どもの，
ないし人間の生命の最初の表示は，平安と不安，
快感と苦痛，微笑することと泣くことである。平
安や快感や微笑は，幼児期に，子どもの感情の中
で，子どもの本質ないし人間の本質を純粋完全に
発達させるのにふさわしいことから，したがって
子どもの生命ないし人間の生命に適合することが
らを示している」。（１）

　幼児期の子どもの共同感情の発達は，人間の本
質を純粋の形であらわしており，人間の全生命に
適合しているものであるとフレーベルは考える。
幼児から子どもの共同感情をみていくことは，そ
の後の人間の共同感情に継続していく。それは，
人間の本質的な共同感情を素直にみることができ
る。また，同時に，人間が死をむかえる共同感情
とも共通性がある。そこには，やすらかに人間ら
しく死んでいくうえで，感謝の共同感情の発達を
考えていくことも必要である。
　人間のもっとも早い時期の自己意識の芽生え
は，子どもの微笑と安心の共同感情からはじま
り，自己意識の発達がなければ対人的な感謝の気
持ちは生まれてこない。自己意識の発達と対人的
な感謝の共同感情の発達は，親子関係の関係から
形成されていくのである。子どもの感謝の共同感
情という対人意識の発達のなかで，わがままの意
識が芽生え，自己欲望増大による感情の自己展開
によって，それが実現できないときに，抑制心の
成長が伴わないと周囲の人々に攻撃的になってい
く。
　人間にとっての微笑と安心の感情は，最初の対
人的な共同感情であり，また，死をむかえた人に
とっても感謝の共同感情ということから，微笑と
安心の感情は大切になっているのである。人間の
感謝の共同感情は，人間関係では親からの出発で
あるが，同時に人間としての生命をあたえてられ
ている自然との関係での感謝の気持ちも大切であ
る。人間には内なる自然を生まれたときからもっ
ている。この内なる自然に依存して，自然との関
係で子どもの共同感情の発達を育ていく課題があ
るのである。

２．子どもの誕生と成長の源泉
子どもの信頼感情
　生まれたばかりの乳飲み子のように，母親，子
どもをとりまく父親や周囲の大人たちは，子ども
に安心を与えることができる。大人たちが子ども
に影響されての純粋な気持ちが必要であるとフ
レーベルは述べている。のみこむという活動は，
人間の外部の営みの多様性を受けとり，自己のな
かにとりこむ最初の段階であり，人間の，その後
の成長にとって，言葉に言い尽くせないほど重要
であるとフレーベルは述べる。
　そして，子どもの信頼を育む両親と周囲の大人
の役割を強調するのである。「この段階の人間が
病的なもの，下等なもの，卑しいもの，曖昧なも
の，いや悪いものはいっさいのみこまないこと
が，人間の現在および未来の生命にとってきわめ
て重要なのである。したがって，子どもを取りま
く人々のまなざしや表情は，純粋かつ確固たるも
のであって，子どもの信頼を呼び起し，それを育
くむにたるものでなればならない」。（２）

　子どもは生まれたときから母親，父親をはじめ
周囲の大人たちの愛護のもとに安心，喜び，微笑
の自己表現と，信頼感の育みのなかで成長してい
くのである。人間にとっての子どもの誕生は，両
親の愛情のもとにこの世に生まれたのである。両
親の喜びは，子どもへの純粋のまなざしであり，
子どもへの豊かな感情の贈り物である。子どもの
誕生は，両親ばかりではなく，周囲の大人達を感
動させ，深い喜びをつくりあげていくのである。
人間の最初の感情の表現
　幼児期の人間の発達にとって，我が儘や我意が
生まれてくる。フレーベルは，人間の最初の表示
は，平安と，喜びと苦痛，微笑と泣くことである
と述べているが，不安や苦痛，泣くことの根拠を
発見し，それを除去することに努めなければなら
ないと同時に，我が儘や我意という人間にとって
の不幸な感情が芽生えていくとする。
　この不幸な感情の欠陥は，その後に虚為，欺瞞，
傲慢，強情になっていく。人間は「小さな苦悩に
耐えることから始まって，次第に，その身の破壊
に迫るようなより深い苦悩や重荷もよく耐えるこ
とができるようになるまで充分に陶冶されなけれ
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ばならない」（３）と述べている。
　幼児が泣いていることが彼にとっての生存的欲
求なのか，発達的要求なのか見極めて，対処して
いくことが必要になっているのである。両親や周
囲の大人は子どもが泣いたり，落ち着かない状況
を，確信をもって判断することを求められている
のである。他人の協力や援助をむりやりにでも手
に入れることが繰り返されるならば有害なことに
なる。
　幼児期の子どもの成長にとって，聴覚，視覚，
味覚，臭覚，触覚の五官の発達は極めて大切であ
る。最初に聴く感覚が発達し，この聴覚を通して，
導かれたり，制約されたり，刺激されたりして，
この２つの感覚がある程度発達して，言葉を身に
つけていく前提がつくられていく。感覚の発達と
同時に四肢の発達は身体的に人間になっていく基
本的なことである。立つということは，四肢の使
用や身体の使用全部の，ひとつの，しかも最も完
全な総合である。それは，身体の重心を発見する
ことである。（４）とフレーベルは述べる。
　まさに，手を自由に動かすことができるのも立
つことであり，立つことによって人間は歩くこと
もでき，自由に行動をすることである。立つこと
がなければ排尿や排泄も自分の意志で自由になら
ない。おむつがとれ，自由に排尿と排便ができる
ことは，立つことが可能になってされる。
　人間は立つことが身体的な自立の基本であり，
手と足が分離して，それぞれが別の機能として，
脳につながり，動物のように四つ足で行動するこ
とと，根本的に異なっている。歩くということは，
より人間的な行為であることを決して忘れてはな
らない。鉄道や自動車という文明の発達は，歩く
行為を退化させてきたのである。

３．学校は子どもにとって何なのか
偽りの「教育者」
　フレーベルの生きていた時代は，近代的な学校
が形成されていく時期であったが，かれは，当時
の学校に決して満足していなかった。むしろ，当
時の学校教育を偽りの教育の氾濫としてみていた
のである。このなかで，偽りの「教育者」が氾濫
するなかで，あらためて学校とはなにかというこ

とを考えることは，大切な課題であるとフレーベ
ルはみたのであった。子どもの善なる本質と子ど
もの自然的な内面的な発展の援助は，学校教育の
基本である。そして，学校は，生徒が将来の生活
を展望できるように，様々な事物を相互に認識で
きることが必要である。
　それは，個々の事物の認識ではではなく，相互
に関連しての，高次な統一的な精神の発展を求め
ているのである。つまり，単なる観察だけではな
く，相互に統一しての高次な認識を意味している
のである。このことについて，フレーベルは次の
ように述べている。　

「学校に入った少年は，事物の外面的な観察から
抜け出て，より高次の精神的な観察に踏み込むこ
とになる。このように，子どもが，事物の外面や
表面だけの観察から抜け出て，事物の内面的な観
察，したがって認識や洞察や意識に導く観察に
入ってゆくことや，子どもが，こうして，家庭の
秩序から抜け出て，世界のより高次の秩序のなか
へ入ってゆくことこそ，少年を，生徒たらしめ，
学校を，本来あるところのものにたらしめる，つ
まり真の学校たらしめるものである。……先生は，
事物の内面的，精神的な本質を，自己自身や他の
人に証明してやったり，洞察させてやったりしな
ければならないゆえに，学校の先生なのである。
どの子どもも，どの学童も，このことを，自分た
ちの先生から予感したり，信頼したり，要求した
りしている。このような予感や期待や信頼こそ，
かれら相互の間を結合する目に見えない，しかも
きわめて有効な絆である」。（５）

　生徒が学校に入っていくことは，家庭のなかで
の個々の物事の観察だけではない。学校に入って
いくことは，社会的な相互の関係のなから統一し
ての本質的な認識をみいだしていくことである。
相互の関係をとらえて，統一した高次な精神を意
識していくのは，観察と同時に洞察し，それを高
次に意識化していかねばならないとしているので
ある。学校は，この高次な精神的生活の行為をす
るところであり，それは，将来生活の活動に役に
たっていくものである。教師は，子ども自身が他
人に証明したり，考えさせることを援助できる力
をもたねばならない。
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　教師は，子どもの内面的な精神の本質を出発に
して，絆のための共同の感情をつくりだすことを
仕事としているのである。子どもたちは，このこ
とを教師に予感し，期待しているのである。この
子どもの期待を実現の過程に入ってこそ，教師
は，子どもたちに信頼されていくのである。教師
と個々の生徒との関係で物事を認識していくこと
だけではなく，子ども自身が他人に説明して納得
させる力をもてるように教師は発達の援助をして
いくことなのである。
　ところで，偽りの「教育者」は，子どもの精神
を殺している。子どものもっている共同の感情や
共同の認識による連帯心の形成は，子どもの自然
的発達にとって大切である。しかし，近代の学校
教育の形成過程による個人化は，人間の根源的な
善なる力や素質，そして，人間の純粋な発達が「教
育者」によって，恣意的に，中断されたり，無原
則に干渉されたりして，非人間に育っていく子ど
もたちをつくりだしていく。偽りの「教育者」が
いなければ純粋に子どもは，自然的な内発的力に
よって，人間的に育っていくのである。とくに，
近代化していく学校の「教育者」が，個々の子ど
もを非人間的に育てている場面が多い。人間ない
し幼児や少年を最初に悪くするのは「教育者」で
ある。フレーベルは，救われない偽りの「教育者」
が子どもをだめにしていくと次のように述べる。

「子どもを精神的に殺してしまう。子どもから生
命を奪ってしまう。…かれらの最も内面的な欲求
をあまりにもしばしば認識してこなかったとい
う。さらにかれらを，誤解さえしてきたというこ
とによるものなのである。しかし，かれらのこの
内面的な欲求の承認が，いまでもなお正しい時期
に行われるならば，かれらは，確かに，まだまだ
類まれなほど有能な人間になるであろう。
　実際に，幼児や少年たちは，きわめてしばしば，
大人たちによって，両親や教育者たちによって，
欠陥や不品行のために，罰せられているが，これ
らの欠陥や不品行こそが，かれを罰している当の
本人から，子どもたちが，もらったのである。特に，
懲罰，なかでも言葉による懲罰は，きわめてしば
しば，子どものなかに，はじめて欠陥を植えつけ，
しかもそれによって，かれらが全然持っていない

ところの欠陥を，はじめてかれに知らせたり，教
えこんだりしてしまうのである」。（６）と述べる。
　子どもは自分の力で自発的に育っていく。真の
教育者は，子どもが自発的に育っていく環境をつ
くりだしていくことであり，子どもの自発的な力
に依存して，子どもの発達を援助してやることが，
真の教育者の役割である。指導の名のもとに子ど
もの自然的欲求を押し殺しているのである。教育
者による言葉による懲罰は，子どものなかに欠陥
を植え付けていくことになると，フレーベルは強
調している。子どもの欠陥を助長する言葉は，子
どもを深く傷つけていくのである。大人のもって
いる人間のもつ悪の意識や欠陥への道は，本来的
にもっている子どもの性質や子どもの発達の自然
的な法則を抑制していくことになる。そして，誤
解していることによって，誤った方向に追いやっ
ている。

「教育者」が子どもに知識を施すのは，子どもの
内発にある未知を知りたいという欲求である。子
どもにとって，未知への探求にひとつひとつ段階
を踏んでいくこと，知ることの，このうえのない
喜びなのである。それは，決して，個々の自己利
益のための立身出世の手段ではないのである。知
への喜びは，最初はこの欲求を満たしていくもの
であるが，知を力にしていくことは，人々の幸福
である。立身出世があるとしたら，結果にすぎな
いのである。知識は悪魔にもなるのである。決し
て，国民教育として，知識をどんなに大衆化した
だけでは人々を幸福にしない。
　フレーベルは子どもの自然的発展の法則を真の
教育者は学ぶべきであるとしている。偽りの教育
者が多くの子どもの精神を殺しているとしてい
る。現代においても，子どもの内発性に依存して，
子どもの発達保障を考えている教師がどれほどい
るのであろうか。子どもの学力向上ということで，
点数を一点，一点争っていくことが，ほんとうの
子どもの自然状態の発達保障であろうか。結果と
して，子どもが自然や社会を認識し，技術を身に
つけ，情操を豊かにしていき，体を発達させてい
くことは，子どもが幸福になっていくうえで，大
切なことである。しかし，善悪の価値判断が身に
つかなかったら，つまり，市民的な人間としての
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道徳が身についていかなかったら決して，幸福に
ならない。
市民道徳の形成と教養
　現代の学力競争のなかで，子どもたちの人間関
係がおかしくなっていないか。子どもの心が病ん
でいったならば，「学力」を向上させても子ども
の幸福にはつながっていかない。人間形成におい
て，市民道徳を身につけていくことは大切な課題
である。市民道徳形成の教育の方法として，子ど
もへの懲罰をどのように考えるのか。フレーベル
の見方からみれば，子どもの発達の自然状態をよ
く観察して，子どもの自発性から社会的ルールを
身につけていく環境と援助をしながら，人間とし
て，やってはいけないことの教育を考えていくこ
とではないか。大人の怒りからの懲罰では決して
ない。まずは，子どもの行動について，大人が観
察できる余裕をもつことではないか。
　身体と精神の発達における生活や仕事の役割は
大切な課題である。そして，学校と生活の結合は，
命をもった人間の発達にとって欠くことのできな
いことである。この学校と生活の結合として，家
庭の役割がある。みずみずしい命をもった人間に
とっての知識や教養とはなにか。現実の知識は，
これと無縁なものがはびこっていないか。命を
もった人間を育てていく知識は僅かしかないとい
うフレーベルの見方である。また，われわれの命
をもった人間を育てていくために，自慢するため
の感情や感覚の発達はやめるべきであるとする。
　「幼児は家庭のなかで成長する。幼児が少年や
生徒に生い育ってゆくのは，家庭においてである。
したがって，学校は，家庭に結びつかなければな
らない。学校と生活の結合，家の，ないし家庭の
生活と学校の生活の結合，これこそ，この時期の
完成された人間の発達や人間の形成の，またわれ
われを完成に導くべきこの時期の人間の発達や形
成の，第一の，しかもどうしても欠くことのでき
ない，要請である。……われわれに無縁な，知識
や教養は，われわれを圧し潰しかねないほど実に
はなはだしく所有しているが，しかも，われわれ
は，愚かにも，それを日毎にいっそう増加させて
いるが，これに反して，われわれ自身のなかに，
われわれ自身から，われわれ自身を通して，発達

してきた知識は，すなわち，われわれ自身の内面
に芽生え，そのなかで，それと共に，かつそれを
通して，成長してきた知識は，ほんの僅かしか所
有していない，という事実である。われわれに無
縁な感覚や感情そのものを自慢するなどというこ
とは，なんとしても最後には，止めたいものであ
る」。（７）

　命をもった人間の発達のための知識は，人間自
身の内面のなかで芽生え，それをとおして成長し
ていく。内面から芽生えた心情と精神から人間の
命をもった健康な知識が成長していくのであると
フレーベルは述べる。
　「われわれの心情と精神から生き生きと発芽し，
新鮮で健康な発達を遂げた知識を，太陽および生
命の諸条件のなかで，かつそれらをうけて，強化
され，成長もしてきた知識を，われわれは，必要
とし，求めるのである」。（８）

　豊かに人間的に生きていくうえで，知識はなぜ
必要なのか。その場合の知識とはどのような内容
をさしているのであろうか。知識は人間の内面的
な心情と精神から発芽していくものである。内面
に依存しないで，外部から強制されていくもので
はない。
身体の発達と精神形成
　精神的な仕事を発達させていくためには，身体
を鍛えていくことが条件であり，精神的な仕事の
合間に身体を強化する必要性をフレーベルは強調
する。精神と身体の発達は車の両輪であり，身体
の発達なくして，精神の発達はないのである。こ
こで，身体の発達とはなにか。精神の強化と結び
つている身体の発達である。決して，身体のみが
器用に，五体のみが発達していることを意味して
いない。体を動かして精神的に鍛えられていくこ
とである。
　「精神的な仕事をしながら，そのあいまに，ど
ちらかといえば身体を強化するばかりでなく，精
神の強化ないし精神活動のいろいろな方向の強化
にも，おおいに役立つのである」。（９）

　精神形成の手段や表現としての身体の発達とし
ての書き方や素描，楽器の演奏などが自己の力で
はなく，その手段を利用することの大切さをフ
レーベルは強調する。生活や職業において，その
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ことがみえてくるという。「人間は，たんに自己
の力だけではなく，その力を使用するための手段
をも意識するようにならなければならないのであ
るから，そこへ導くことのできるのは，ただ，精
神形成の手段および表現としての身体およびそ
の保ち方が肝心である最も単純な教授，たとえ
ば，書き方や素描や楽器の学習などの場合に，す
でに明らかである。……生活や職業がどんな状態
にあっても，また生活や職業上のどんな仕事に対
しても，通用する器用で力強い身体や，身体の品
位にみちた態度や立ちふるまいは，精神の担い手
としての身体の全面的な形成の成果にほかならな
い」。（１０）

　フレーベルは生活と職業において，精神と身体
の発達の結合の重要性をのべている。精神と身体
の結合には，手段としての道具や機械がある。人
間の精神と身体の発達の結合に，道具や機械を器
用に利用できる発達や，それを認識できる知識が
求められているのである。真の知識は身体の発達
を伴ったものである。また，人間の心情と感覚の
発達をともなった生命をもった知識こそが，人間
的な知識である。
　近代学校の形成期に生きていたフレーベルは，
偽りの教育者を問題提起していた。子どもの内面
的心情や精神を大切にし，身体と精神の発達の結
合の重要性を指摘した。そして命をもった人間的
に生きる知識の大切さを強調したのである。
学校で教える内容の基本構造
　ところで，学校で教える内容の基本構造はなん
なのか。学校とはなにかを考えていくうえで，教
える内容の基本的構造から出発しなければならな
い。学校のもつ公教育としての制度面は，無視す
ることができないが，最も大切なことは，子ども
の発達の面から，子育てや教育における内容論を
詰めていくことが必要である。学校教育の課題の
基本は，子どもが生涯にわたって生きていくため
の能力形成を身につけてさせてやることである。
その諸能力の形成は，次の５つの要素から学校教
育内容を考える必要がある。
　第１は，市民的道徳形成である。学校教育のな
かで，人間のもつ社会的存在の意味から，人間関
係能力，人間的愛情関係の環境醸成，利他の心の

形成，社会的習慣，社会的規範，自冶能力，民主
主義的能力などの公共的能力が求められている。
個人としてのみに，内面的な心理状況に入り込む
のではなく，子どもが仲間や集団のなかで育って
いくことを忘れてはならない。
　このためには，個々の子どもの内発的発展から
みるならば，共同感情を大切にしながらの市民道
徳形成が欠かせない。これらの課題は，近代的市
民道徳の能力形成の意味からとらえることが求め
られている。近代社会における市民的道徳の形成
は，公共のなかでしかできない。
　家庭は，私的な場であり，市民的道徳形成の場
ではない。私的な場から協働をとおしての公共性
の形成が市民的な道徳形成ということにも求めら
れているからである。私的な場での親子の人間関
係を出発に，また，愛情的関係を基礎にしながら，
子どもの人間関係ははじまっていくが，学校とい
う公的な場での人間関係は，仲間や集団との関係
が重要になっていく。この段階になると，子ども
の新たな社会性の発達課題が生まれてくるのであ
る。
　この発達段階は，個々によって一律ではないこ
とはいうまでもない。子どもにとってうまく対応
できないことがでてくる。その現れ方は，個々に
よって違うが，どの子どもにもあるのである。し
たがって，市民的道徳の形成は，個々の子どもの
内面性や感情と，深く関わりながら，それが子ど
もの人間的関係をとおしての社会性に発展させて
いく課題になっていく。
　社会性は，社会的習慣，社会的規範などの内面
的なものと，社会的制度を結合して形成されてい
く。これは，それぞれの歴史や地域によって環境
醸成は異なっているが，人間のもっている社会的
存在という本質から子どもの人間発達の面から極
めて重要な課題になる。
　人間のもつやさしさも対人的関係のなかで形成
されていく。出発は，母親との母子関係，父親と
の親子関係，兄弟関係という家庭関係から地域や
学校での友人関係と発展していく。社会的な意味
をもつ友愛は，人間のもっている感情，情操とし
て，極めて道徳形成においても重要な要素である。
　第２は，人間にとっての労働の意味を教育のな
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かで考えていくことである。労働とは，目的意識
に自然や社会的に働きかけていくものである。そ
れは，文化的に生存していくための経済的行為で
あり，自然やものづくり対する技である。原始サ
ルが人間になるうえで労働は大きな役割を果たし
たのである。人間にとって，社会的に労働の役割
を果たせるように力をつけていくことは，教育の
大切な課題である。労働には，技術，技量という
技の問題がきりはなせない。技は，身体と認識の
発達と結びついて，体に染み付いていくものであ
る。単に記憶や認識だけの世界とは異なり，その
人自身の身体の一部として機能していくものであ
る。
　労働による対価は，生存していくための物質的
な基盤である。労働の結果は，暮らしを支え，生
活を豊かにしていくものである。労働により暮ら
しの環境が破壊されれば，それは，労働それ自身
の目的から乖離したものである。労働は持続可能
な社会，自然循環のなかで人々の欲望を実現させ
ていくという認識の結合することが大切である。
それは，持続可能性の人間の行為の本質である。
近代社会になって，職業を選択していくことが一
般的になる。これは，大地と直接に結びついて働
いていた人間が，自由な労働者として歴史的に形
成されてからである。自由になったことは，労働
力市場の発達による給料生活者の登場ということ
である。つまり，働くということは，就職するこ
とである。そこでは，意識的に仕事を好きになっ
ていく能力が要求されなければ労働疎外になって
いく。仕事は，労働力市場との関係で，個々の自
由なる選択からの能力形成との矛盾関係が生じる
のである。
　自分の思うとおりに就職ができないことが多々
ある。社会的な労働力市場と個々の働きたい職業
が一致しない場合が多々ある。この意味で仕事を
好きになる能力の形成は，大切になってくる。人
間的に働くことの基礎的な能力形成と，職業観の
形成ということは，子どものときからの大切な教
育課題になっているのである。
　子どもが生まれてから労働の模倣をしていくこ
とは，遊びである。遊びは子どもの内発的な活動
衝動であるが，労働の模倣の役割をもっているの

である。学校教育では，この遊びの模倣から子ど
ものものづくりの創造性，ものづくりの楽しみを
つくりだすことを必要としている。
　第３は，子どもの成長における科学的認識の役
割である。現代の学校は，各教科の学力が大きな
位置を占めている。学校教育の内容として，議論
になってくるのが学力論であり，そこでは，試験
の成績が達成の指標になる。学力の達成の測定は，
試験の成績ということになる。学力を向上させて
いくことの本質は，人間の科学的認識の発展とい
うことから人間の行為がより自由に判断できる過
程である。そこでは，わかることが楽しくなって
いく，理解することが喜びにつながっていく。し
かし，現在の学校での「学力」向上は，これらと
連動しない現象があらわれるのである。学ぶこと
は，たのしいことという本質論ではなく，勉強す
ることは苦しみになっていく現象である。
　科学は，人間の精神を自由にしていく過程であ
る。科学的な認識の幅を拡大していくことは，人
間は，それだけ自由に判断できることを拡げてい
く。科学は，自然認識，社会的認識，人文科学的
な認識がある。学校教育の内容では教科として大
きな位置を占めていくのである。
　教科の内容が，子どもの発達との関係でどのよ
うな位置を占めていくのか。そして，それを子ど
も自身が自分の内発的衝動から意味をもっていく
ことが要求されていく。このためには，子どもの
もつ好奇心，遊び，生活との関係で個々の科学を
みつめていくことである。
　第４には，言語や算術など人間的な意思の表現
を身につけさせる課題がある。言葉は人間として
のコミュニケーションや思考，協働活動になって
いくものである。言葉の獲得は，人間として自立
していくことでの基本である。市民道徳の形成，
労働諸能力の形成，科学的認識，５感や身体の発
達など言語諸能力の発展は，それらと連動してい
るのである。
　算術は，人間のもつ持続的な力，反復力，数量
と質の関係の出発になる。絵や図形を描くことは，
集中したこころの静止した自己表現である。言葉
は，動きの表現である。静と動ということで，人
間の心の表現，思考の表現がある。算術は，静と
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動を反復思考で結びつけていく。形の表現は，人
間の対象物に対する認識の観察性の高まりであ
る。それは，言葉を覚えていくコミュニケーショ
ン能力という動きの世界ではない。
　第５は，五感と身体の発達である。これらは，
感情の豊かさと結んで人間的喜びになっていく。
身体の発達は，５つの感覚を磨き上げ，こころを
豊かにする。感覚と身体の発達は，歌を歌うこと，
踊ること，楽器を奏でること，スポーツをするこ
と，料理をすること，絵をかくことなどで体全体
で自己表現することである。この自己表現のうえ
で，より豊かに表現したいという欲求は，技を磨
くことにより，より心が充実していくのである。
学校教育では，心の豊かさの充実を保障させる身
体と五感の技を享受していくことは大切な課題で
ある。
　以上の５つの課題を学校教育の内容として，構
造的にとらえて，それぞれの教科や学習領域を位
置づけていくことが求められている。学校教育の
内容を構造的にとらえようと問題提起している教
育思想家でフレーベルがあげられるが，フレーベ
ルは，心情と自然，言語と，少年の生命の発達の
３つの要点を，基本的な構造要素としてとらえる。
少年は自分の精神的な本質を知覚し，自分の外の
世界にも，自分に生きているのと同じような精神
が生きていると予感し，期待する。これを内なる
世界，心情と精神の世界とみる。自然による外の
世界は，人間の意志，人間の要求や人間の力によっ
て制約されている。つまり，自然のなかに働いて
いる力によって制約されて現れるとフレーベルは
考える。言語はこの２つを統合するとしている。
心情と自然，言語の関係をフレーベルは次のよう
に述べる。
　「心情と，外的世界ここではさしあたり自然と，
この両者を媒介し，結合するもの，つまり言語が，
少年の生命の３つの要点なのである。これら３つ
のものは，聖書の諸篇に示されているように，す
でに青年期に入りはじめる第一段階における人類
全体の要点でもあった。この心情と自然と言語を
通して，学校や教授は，三重のしかしそれ自身に
おいては唯一の認識に，少年を導くべきものであ
る。…教授や学校は，この三重のしかしそれ自身

においては唯一の認識に，全面的に一致する生活
を送れるように，またそのような行動をとるよう
に，人間を導くのでなければならない」。（１１）

　フレーベルは，この基本的な構造視点にたって，
学校での主要な教科を，宗教および宗教教育，理
科および数学，言語および言語教育。芸術および
芸術教育を考える。さらに，家庭と学校との結合
およびそれによって制約される教科を提起するの
である。

４．�子どもの遊びの場を提供する地域社会の役割
と園芸の人間発達の意味

子どもの遊びの発達的役割と地域社会
　子どもの遊戯を子どもの発達ということから目
的意識的に，その場をつくりあげていくことが必
要である。その場は子どもが日常生活している地
域社会である。子どもが，発達ということから目
的意識的に，自然的に，その場はできるものでは
ない。
　２００年前のフレーベルの生きていた時代は，現
代から考えると子どもが自由に遊べる環境が自然
的にあった。しかし，家庭や学校の仕事から子ど
もが解放されても少年は戸外で自分の力を練習し
たり，発達させたりすることができない場合があ
るとする。
　遊戯は子どもの力の純粋な表現である。遊戯は，
少年が個人として，集団の一員として確実な快感
の感情をつくる。遊戯は，少年の生命にとって，
未来において待ち受ける生活の闘いを映す鏡であ
る。フレーベルは，地域社会に少年の遊びを用意
することの意義を次のように述べている。「それ
ぞれの地域社会は，そこに住む少年たちのために，
その社会に固有の共同の遊び場を用意すべきであ
ろう。そこからその社会全体に対して生じてくる
成果は，じつに素晴らしいものであろう。なぜな
ら，この発達段階の遊戯は，じっさいに行われる
場合には，いつも共同で行われるし，したがって，
共同のものに対する，また共同的なものの法則や
要求に対する，感覚や感情を，発達させるからで
ある。少年は，自分の仲間のなかで自己を見たり，
仲間のなかで自己を感じたり，仲間に照らして自
己を測定したり，評価したり，さらに仲間を通し
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て自己を認識したり，仲間を通して自己を発見し
たりしようとする。したがって，これらの遊戯こ
そ，直接に生命に働きかけ，生命を形成すると共
に，市民としての，また道徳上の，数々の徳を目
覚めさせ，それを培ってゆくのである」。（１２）

　子どもの遊戯は，子ども自身の共同の感情や感
覚の発達であり，自分自身を他の関係で，自己認
識したり，仲間との関係で自己を評価したりする
ことができるとするのである。遊戯は，共同で行
為するものであるという。遊戯をとおして，子ど
もは共同の法則や要求を学んでいくとするのであ
る。
　遊戯にとって，子どもの生命に働きかけ，市民
としての道徳の形成もしていくとするのである。
遊戯は，子どもの内発的な衝動からの活動であ
り，遊戯は子ども自身の自由性の拡大である。し
かし，目的意識な遊びの場の設定を見落としては
ならない。子どもは自由に遊ぶことで，仲間を知
ることができるのであるが，地域社会が目的意識
的に遊びの場を提供することは，教育的作用とし
て，必要なのである。この教育作用ということで，
遊びは子どもの自由なる場の提供であることを決
して否定するものではない。幼児から少年に発達
していくことによって，その自由性の拡大は大切
になっていく。
子どもの遊びと徳
　子どもの遊びと徳の形成はどのような関係を
もっているのであろうか。子どもの遊びは，人間
としての徳をつくりだすことである。よく遊ぶ子
どもは他人にたいしての思いやりと幸福をもたら
すように献身的になる。幼児期の遊びについては，
内なる自由なる表現であり，人間発達の最高の行
為である。フレーベルは，幼児の遊戯のついての
役割について次のようにのべる。
　「遊戯は，喜びや自由や満足や自己の内外の平
安や世界との和合をうみだすのである。あらゆる
善の源泉は，遊戯のなかにあるし，また遊戯から
生じてくる。力いっぱいに，また自発的に。黙々
と，忍耐づよく，身体が疲れきるまで根気よく遊
ぶ子どもは，また必ずや遑しい，寡黙な，忍耐づ
よい，他人の幸福と自分の幸福のために，献身的
に尽すような人間になるであろう」。（１３）

　フレーベルは，幼児の遊びを人間としての徳を
つくりだす源泉としている。力いっぱい子どもが
遊ぶことによって，他人の幸福のために献身的に
尽くすようになる。子どもたちが自発的になり，
精神的に自由になることが他人の幸福に献身的に
なる。いい加減な遊びは，他人の幸福のための徳
をつくりだすことにならないとしている。遊びに
没頭できることは，人間の感覚を自由にして，心
の平安を呼び起こし，他人に献身する感覚をつ
くっていくのである。
　自然に働きかけて，自然との共生をしていく教
育に，園芸は大きな役割を果たす。人間のみが自
然を自分の意志によって，変えていくことができ
る。自然の認識は，自然を征服していくひとつの
過程でもある。動物界は，どんな欲望をもっても
自然という大きな秩序に制約される。動物は自然
生態そのもののなかで生きていく。
　人間は，自己の意志によって，その自然の秩序
をコントロールすることができる。ときには，自
然の秩序を人間の欲望によって無視することがあ
る。人間は，自分の意志によって，自然を破壊す
ることができる。人間の意志によって，自然の生
態系を破壊することは，決して，自然の秩序を消
し去るものではなく，ときには，自然の秩序が，
大きく人間に襲いかかったくることがある。開発
に森林を伐採されば，森林の保水力が失われ，洪
水の原因になろことなど，その一例である。自然
の秩序を無視しての人間の生活の便利性を求める
ことから大気汚染，地下汚染，水質汚濁などに悩
まされていくのである。
　公害問題など自然循環を無視した人間の開発要
求が，人間の生活ばかりではなく，自然界の秩序
を破壊し，動植物などの命のある世界の秩序を破
壊していくのである。核やナノテクなどの現代の
科学・技術の著しい進歩は，自然界を根底から破
壊する力を人間はもつようになり，科学・技術の
自然に対するモラルが鋭く要求されているのであ
る。このモラルを確立していくうえで，総合的な
自然認識，自然界に対する人間の畏敬性，その循
環性と秩序の意識性が求められているのである。
　この意識性と自然認識の総合性をもっても，人
間の生活は，自然の秩序を破壊する要因になって
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いく。子どものときから，現代の科学・技術の進
歩と，自然から遊離した生活の便利性のなかで，
どのようにして，循環型の社会，自然の秩序を守
る教育をしていくかは，地球の自然界を守るうえ
で重要な課題である。単なる自然にふれあうとい
う自然認識ではなく，自然のしくみを総合的に理
解でき，人間と自然のつきあいを自然循環型，自
然の秩序のなかで，入れ込んでいく教育が必要で
ある。
園芸と自然循環の教育
　この意味で，農業などを自然循環のなかで，理
解させていくこともひとつの事例であり，そのた
めの教育的農業を考えていかねばならない。環境
循環型の地域社会をつくっていくうえで，自然に
対する人間の循環型の働きの教育として，園芸は
大きな役割を果たすのである。園芸が人間の心の
癒しにも大きな効果を発揮するのは，人間の自然
への主体的な循環型の働きかけがみえ，自然と共
に人間が生きていることを実感でき，豊かな情操
を味わうことができるからである。
　人間と自然との共生や循環において，エネル
ギーも同様であり，自然循環していくエネルギー
利用とはなにかをみつめていくことが求められて
いる。有限の化石燃料から自然循環できるエネル
ギーの開発は急務なのである。無駄のないエネル
ギーの利用の工夫，太陽のエネルギーや地熱，波
力などの自然にあるエネルギーを有効に活用でき
るところの，自然秩序にあった自然エネルギーの
技術開発が求められているのである。
　古典的に自然と生命の直感を重視して，人間の
教育を考えるフレーベルは，子どもに生命を与え
る生きた教育をしていくために，園芸教育を提唱
する。子どもが自分自身で庭をつくることを次の
ようにのべる。
　「自分自身の庭をつくること，特になんらかの
収穫をあげるためにに庭つくりに従うことが，こ
の年頃では，重要ないや特別に重要なことである。
なぜなら，そこでこそ，はじめて，人間は，もろ
もろの成果が，有機的な―精神の法則に従うとと
もに必然的な制約をうけた―方法で，自分自身の
行為から，生じてくるのを見るからである。この
成果は，たとえば自然の力に内在しているもろも

ろの法則に従うものであるにしても，なお多くの
面で，かれの活動ないし活動に求められる性向に
も依存するものである。特に自然と共に生きる少
年の生活や，自然への少年の問いや，自然を知り
たいとおもう少年の情景ーこれこそ，かれを駆り
立てて，草木や花卉を，長いこと，しかもなんべ
んとなく改めては長いこと，観察させたり，綿密
に注意させたりするものであるがーは，庭作りに
よって，多方面なかつ完全な満足を見いだすので
ある」。（１４）

　自分自身で子どもが庭をつくっていくことは，
子どもが自然の多様性に触れて，自然のもってい
る法則性を知ることができるのである。自然の循
環に対する感性が磨かれていくのである。こころ
の発達と自然認識をしていくだけではなく，自然
の力のもろもろの法則のもとに，自然と共に生き
る生活や，少年の自然への問いが庭つくりという

「労働」によって，主体的になっていくのである。
園芸の教育的利用は，人間と自然との関係で，循
環していくための労働の大切さを教えてくれるの
である。そして，自然との共生は，汗水ながして，
世話をすることの重要性を体験させることによっ
て深めて行くのである。
　人間の生存にとって，循環的に自然を認識する
ことの大切さは，なんらかの形で収穫をあげる労
働をとおして問いが深まっていく。これは，自然
の法則と「労働」との関係を子ども自身に身をもっ
て体験して循環を知ることである。
　単なる自然認識ということではなく，子ども自
身の内的な自然をしりたいという衝動は，生きる
ための食糧生産や心の糧になる自然の造形と結び
ついていくことの大切を指摘しているのである。
子どもは自らの内的な衝動によって，自らの内的
な性向との関係で，生命ある豊かな知識の獲得に
結びついこうとするのである。
　庭作りは，草木や花卉を長いこと観察し，綿密
に注意して草木や花卉，蔬菜を育てようとするの
である。子どもたちが観察し，注意深く世話をす
ることによって，植物の成長は，実りあるものに
なり，自然に対するすばらしさと愛情をもつよう
になっていくのである。
　庭作りは多様な生物への関心と，多方面の満足
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を子どもは得ることができるのである。

５．�子どもの好奇心を強めるうえでの自然と数学
の役割

子どもの好奇心と手伝い
　子どもの大いなる好奇心をもつ。人間的な成長
への学びに好奇心を活用することは，大人の責任
である。好奇心は，人間の成長と創造性の源泉で
ある。子どもは好奇心のかたまりである。子ども
が好奇心をもつことは，成長へのエネルギーであ
る。子どもは未熟なるがゆえに，成長への欲求を
強くもつ。強い好奇心は，成長への意欲である。
　好奇心をもつことは，活動の衝動や動きの刺激
を与える環境が必要である。子どもは大人の仕事
を手伝いたがる。自らも参加したという好奇心で
ある。子どもが手伝いたがるのを大人は邪魔扱い
してはならないとフレーベルは，強調する。子ど
もの成長における自発的な手伝いの役割を指摘す
るのである。
　ここでの子どもの手伝いは，子ども自身の活動
衝動からである。それは大人による子どもへの命
令としての手伝いではない。子どもからの自発的
な手伝いをフレーベルは，子どもの成長の重要性
として指摘している。大人にとって役にたたな
い，邪魔になる子どもの手伝いは，子どもの成長
にとって，大いなる意味をもっている。子どもの
手伝いは，仕事の効率性から意味をもっていない
場合を数多くみる。
　とくに，現代は，単純な労働の場面は少なくな
り，機械が，とって代わる時代になって，子ども
の労働は，生産の実際から意味をもたない傾向は
益々強くなっている。むしろ，大人の仕事の邪魔
として，負担になっている。フレーベルは近代化
のなかで子どものもつ労働の生産の過程で意味が
少なくなっても，教育的には特別の役割をもって
いると次のようにのべる。
　「諸君の子どもたちの手伝いを，子どもっぽい
もの，役にたたぬもの，効果のないものとして，
いやそれどころか，邪魔になりかねないもの，妨
害になりかねないものとさえして，拒否するよう
なことがあれば，諸君は，ここで，一挙に，諸君
の子どもたちの活動衝動や形成衝動を，すくなく

ともかなりの長い間にわたって，破壊してしまう
ことになるであろう」。（１５）

　子どもが手伝いたがるのは，成長への欲求であ
る。父親の仕事を知ることは子どもの成長にとっ
ての出発点になるのである。子どものあらゆる知
識を習得する出発点は，それぞれの父親の職業を
子どもが知ることからである。このことについて，
フレーベルは次のようにのべる。
　「心身ともに健全な自然のままの子どもが，誠
実な父親を，また注意深い父親が，つねに精神的
であるとともに身体の活動をも求めている子ども
を，田舎から都会へ，自然から人工へと導き，ま
た逆に，商工業から，農業や園芸へと導くのであ
る。そして，たとえ結びつく点や出発点，つまり
きっかけはまちまちであっても，知識の他の分野
を，自分自身の知識の分野から習得することは，
それを自分の知識分野に結びつけることは，だれ
にでも可能である。父親が従事しているそれぞれ
の生産業や商工業が，父親のそれぞれの職業が，
あらゆる人間的な知識を習得するための出発点を
与えるのである」。（１６）

　現代のように分業が著しく進み，職住分離が極
端になっている生活形態では，父親の仕事がまっ
たくみえない子どもが大多数である。フレーベル
の提起する父親の職業の役割，子どもが父親の仕
事の手伝いをしたがることへの教育的な役割を強
調するのであるが，それは不可能になっている。
　父親の職業をとおしての知識の分野を結びつけ
る教育的な配慮はできなくなっている。地域の職
業や暮らしのなかから知識の出発をつくりあげて
いくことは可能であるが，父親の仕事と，地域の
職業や暮らしということの子どもの親近感，身近
に仕事を手伝いたがる状況は難しい。そこで，大
人が，独自に意識的に子どもが手伝いたがる環境
をつくりあげていくことである。
　子どもの手伝いをさせることは，地域的役割，
社会的役割を感じさせることである。地域にある
職業は限定されているが，暮らしとの関係での身
近な仕事はことかかない。子どもが自然体になっ
て，それに参加していくには，どうしたら可能に
なるのか。むしろ，地域のなかで戯画化された形
で地域行事のなかで子どもの役割を積極的にとり
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いれていくことも必要である。祭りやイベント行
事などで，子どもが自発的に自からの活動衝動と
して，参加できる条件はどのようなにしたら可能
になるのか。今後，これらの課題を地域のなかで
大人たちが創意工夫していく必要性がある。
　学校は父親の職業ということで家庭と結びつい
て，知識を教えていくことは，ごく一部の子ども
を除いて，現代では難しくなっている。また，農
業なども機械化一貫体系が進み，子どもが父親の
仕事を気軽に手伝うという場面が少なくなってい
る。
子どもの好奇心と隠れ場所
　ところで，子どもは大人の仕事ばかりではなく，
世界すべてに好奇心をもつものである。少年は，
洞窟や渓谷にはいりこんだり，森をさまよい歩い
たりするのである。それは，子どもの好奇心と探
究心である。危険を犯しても，子どもは隠れ場所
をつくりあげていく。子どもにとっては，渓谷や
洞窟，森は好奇心の対称である。子どもにとって，
未知への石，植物，虫類すべて見たことのないも
のは，すべて好奇心の対象であり，探求への欲求
になっていくものである。
　子どもにとって，新鮮なものは探求心の対象で
あり，新鮮なるものが，たくさんあることが子ど
もなのである。未知への探求から子どもの冒険は
つきものである。フレーベルは，洞窟や渓谷に入
り込んでいくことを次のようにのべる。
　「洞窟や渓谷にはいりこんだり，陰の多い林や
暗い森を彷隍ったりしたがる傾向も，上述のこと
に劣らず深いものであり，発展的なものである。
それは，まだ見いだされていないものを求め，そ
れを見いだそうとする欲求であり，まだ見たこと
のないものを見つけ，それを習得していこうとす
る欲求である。暗がりや日陰にあるものを明るみ
に出し，それを自分に近寄せ，それを手にいれ，
わかものに，しようとする欲求である。ところで，
少年は，このような彷徨から，未知の石や，植物
や，隠れたところや暗がりにすんでいる動物，た
とえばいろいろな虫類，甲虫とか蜘蛛とかとかげ
などを，豊かな収穫として持ち帰る。家に帰った
少年は，「これはなんというの，これはなに等々と，
いろいろな質問を発する。われわれは，これに答

えてやらねばならない」。（１７）

　子どもは，森に住んでいる動物，いろいろな虫
類，甲虫や蜘蛛類に興味をもつ。自然の多様な生
きものに興味をもっていく。子どもは，自然の生
きものの動く動作に特別の探究心を示すのであ
る。未知への生物に対する子どもの疑問は絶えな
い。
　子どもの自然に対する探求心は，子どもの心の
発達と自然認識ということから，特別のものがあ
る。それは，子どもの成長にとって，不可欠な営
みなのである。子どもは自然のひとつひとつに探
求心をもっていく。それは，自然の探究心から，
自然を自己のなかにうけいれようとする欲求であ
る。このように，生物の多様性というなかからの
自然教育としての環境教育は，子どもの発達に
とって特別の意味をもっている。
　この自然への探究心は，子どもばかりではなく，
人間の生涯にわたって通じるものであり，子ども
はとくに強くあらわれるのである。老年期になっ
ての人間的な認識の衰えにおいても，この自然と
人間との関係は大切である。農村や自然の豊かな
ふるさとを高齢者が志向するのも，自然を探求す
る人間的本質からみる必要がある。
　さらに，子どもが洞窟や渓谷に入り込んだり，
木や山に登ったりすることは，子ども自身の冒険
心や自分の力を計ったり，調べたりするばかりで
はないことをフレーベルは，子どもの内面的な全
体をみようとする衝動であると次のようにのべ
る。
　「この時期に発達するところの内面的な生命の
特性や要求，すなわち多様なものを一目で見渡そ
うとしたり，個々のものをひとつの全体のなかで
見ようとしたり，特に遠くのものを，手もとに近
づけようとしたり，遠くにあるたくさんものを，
およびその全体を，自分のなかに取り込もうとし
たりする，この特性や要求が，特に少年を駆り
立てるのである。それは，かれの視線や視野を，
一段階ずつ拡げてゆこうとする努力に他ならな
い」。（１８）

　少年が，洞窟や渓谷に入り込んだり，木や山に
登ったりする衝動は，多様なものを一目で見渡そ
うとすることや，個々のものを全体のなかでみよ
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うとする衝動からであるとフレーッベルは述べ
る。子どもが隠れ場所をもったり，大人が想像し
がたい冒険心にでたり，木によじ登ったり，子ど
も独自の行動があるが，これらが子どもの成長へ
の衝動からの未知へのものを自分のなかに取り込
もうとする欲求からである。しかし，現代では，
子どもが自由に洞窟や渓谷に入り込んでいく自然
状況はない。
　また，木によじ登ることも少なくなっている。
大人たちは，子どもの安全性ということから子ど
もの自身の内的な活動衝動を制約している。子ど
もにとって安全が第１で，保護が優先され，危険
な冒険ごとは許されなくなっているのが現実であ
る。どのようにして，子どもの冒険心，子どもが
全体をみようとする衝動を満たしてあげるのか。
　現代のように，安全性と保護が強調されるなか
で，子どもの内的な生命性からでる活動衝動を，
自然の条件をつくりあげて，どのように保障して
いくのか。子どもの日常生活のなかで自然環境が
もてえないなかで，独自に子どもの自然環境をつ
くりあげることが必要な時代になっているのであ
る。子どもの成長のための自然観察，冒険もでき
る，全体を一目で見渡せる自然環境施設が大切に
なっている。また，日常生活のなかで，植物を育
てることや，ベランダの家庭菜園などの工夫も一
考である。
自然教育と数学の役割
　フレーべルは真理を統一性と個別性のなかで求
める。さらに，真理は，多様性をとおして発見す
ることができるとする。それらは，永遠に進展す
るなかで自己を告知し，啓示すると確信するので
ある。この真理の認識をとおして自然的なもの，
人間的なもの教訓や学習，技能も真の意味で人間
的な生命を得ることができるとする。
　「自己自身の表現と告知をとおしてのみ，真の
正しい生産的な自然研究や自然認識ができ，他方
のより深い認識に導き合うものである。……人間
は特に少年期においては，心から自然に親しむよ
うに，しむけられなければならない。もっとも，
この場合，自然の個々の現れやその現れの形式で
はなく，そのなかに生きている神の精神にー自然
の中や自然の上に生きている，また漂っているー

に基づいて，行われなければならないが。少年も，
このことを，深く感じているし，また要求もして
いるのである。それゆえ，共同の努力を重ねなが
ら，自然や自然の事物の研究に従うことほど，先
生と，自然に対する感受性がまだ損なわれていな
い教え子とを，教師とこのような生徒とを，心か
らしっかりと結びつけるのは，おそらくないであ
ろう。両親も，学校の教師たちも，この点に注意
を払うべきであろう」（１９）

　このようにフレーベルは少年期における自然教
育を重視し，野外に連れ出していく教育を大切に
したのである。多様な現象をもつ自然を統一して
認識し，それを直感するのは，つねに生きた大自
然のなかを歩むことであるとフレーベルは考え
る。所有されている知識の伝達だけが問題なので
はなく，新しい知識をよびおこすできであり，観
察したことを意識していくことであるとする。
　「自然を貫いている合法則的なものを，自然の
統一を，認識するためには，特殊な術語は，自然
の事物についても，その性質についても，なんら
必要ではない。ただ，それらの純粋，明確，かつ
確実な把握と，事態と言葉の本質にしたがったそ
れらの明確な表示だけが，必要なのである。自然
の事物を少年たちに示し，それをかれらによくの
みこませようとする場合は，決して，これらの事
物の名前を伝えたり，まして先人の意見や見解を
伝えたりすることが，問題なのではない。だだ，
これらの事物そのものを純粋に示すことや，自己
自身を表現し，表示しているこれらの事物の性質
を認識することだけが，問題なのである。……諸
君が最も素朴な教育しかうけていない人間であっ
ても，自然を誠実に観察することによって，諸君
は，そこらにある，諸君の手にしうる，諸君が買
うことのできる，書物などが教えるよりも，遙か
に高い，遙かに根本的な，外的および内的な知識
を，遙かに生き生きとした知識を，個々のものや
多様なものについて，獲得することができるので
ある」。（２０）

　自然を観察することを続けることによって，多
様な現象の自然を統一的に把握することができる
ものであるとする。先人の意見や見解，書物から
学ぶよりも，純粋に自然の観察が重要であるので
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ある。澄み切った少年の眼と素朴な少年の心，素
朴な自然のままの少年の感情のあとについていく
ことで自然認識の導きになるというのである。
　そして，数こそ不変の固定点であり，数が導く
道こそ確かな道であると。「あらゆる合法則性と
法則そのものの目にみえる表現であるところのも
の―つまり数学―以上のものがいったいあるだろ
うか。数学は，あやゆるものを残りなく汲みつく
すこの偉大な性質のために，そもそものはじめか
ら，知識の学，認識そのものの学問―マテマティー
クーとよばれてきたのである。……数学は，人間
と自然とを，内なる世界と外なる世界とを，思惟
と知覚とを，結びつけるものとして，それらを媒
介するものとして，現れるのである」。（２１）

　数学のもっている確かな認識の手段をフレーベ
ルは重視しているのである。数学は人間の自然認
識における内と外を結びつける役割を果たしてい
るとする。数学のもっている確かな自然認識の地
位を強調しているのである。フレーベルは，数学
を欠く人間の教育は，つぎ細工であり，人間形成
や発達に限界をもっているとするのである。
　フレーベルの人間教育は，自然教育を特徴にし
ている。自然はらばらに分離しているものとして，
個々の自然物を基礎にしているが，外的な自然観
察から大きな樹木が一枚一枚の葉，小枝，大枝な
ど多くの部分から構成されているように統一性と
結合性をもっているのである。
　自然認識における内面的な絆は，慎重な努力を
積み重ねながら，内なる目を働かせることによっ
て，最も身近に個別的なものを共通の統一したも
の，さらにその上の統一へと高めていくことがで
きる。多様性の中で，統一と結合の発見は，人間
の心情に満足感をもたらすのである。
　人間の精神をかりたてるのは，多様性のなかで，
生命にみちた内面的な相互関係や上昇過程に従っ
て，統一を発見したいという心情であるとフレー
ベルは考える。人間も同様に多様性や個別性の中
での，統一性と結合性の発展過程をみるとしてい
る。人間の自己教育や他者教育は，自然と人間の
発達にみる調和や統一の平行現象の確実さを与え
ることが必要としている。
　「結晶体と同様に，人間もまた，統一を自己の

なかに生き生きと担っている場合でも，外的な現
れにおいては，まず，むしろ，一面性や個別性や
不完全性を示している。そして，後になってはじ
めて，等辺性や調和や完全性をかちとる，ないし
そのような状態に昇ってゆくのである。自然と人
間の発達過程に見られるこの平行現象は，この種
のそれぞれの現象と同様に，自己認識や自己教育
および他者教育にとって，きわめて重要である。
　というのは，そこからこそ，光と明るさが，人
間の発達と人間の教育の上に，拡げられ，この光
りに照らされてこそ，人間の発達や人間の教育の
個々の要求に応える行為の確実さや確固さが，こ
のなかで与えられるからである」。（２２）

　身近にふれる自然は多様性と個別性をもってお
り，また，不完全にみえるかもしれないが，人間
の認識，洞察の努力によって，統一性と結合性を
発見していく。人間の発達も同様の視野からみる
ことが，多様性のもっている個々の状況が，完全
なもの，統一的なものへと発見していく。ここで
は，その発達過程を確かなものへとしていくこと
ができると，フレーベルは考えている。人間の教
育を考えていくうえで，自然の統一性や結合性の
認識から学ぶことが大切なのである。

６．五感のもつ人間性の発達と芸術教育
芸術と五感
　芸術は，人間の心情として，自己表現，自己発
展や自己省察の内面的な純粋の表現であり，内面
的な生命の表現として，感受されたもの，心情の
表現としてとらえていくことが必要であるとフ
レーベルは位置づける。芸術は，内的なものの純
粋の表現として考察され，直観されるとする。五
感のなかでも聴覚や視覚の感覚の洗練によって，
芸術は表現される。五感は，道具を作った手，口
や呼吸の器用さ，皮膚感覚，味覚の熟練によって，
人間の生命力が豊かになっていく。心の発達とし
て豊かな情操が感覚的訓練によって深化していく
ものである。　
　フレーベルは，音楽と絵画，造形について次の
ように述べる。「純然たる音響だけにようる表現
としての芸術が音楽であり，主として唱歌である。
純然たる色彩だけによる視覚表現としての芸術が
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絵画である。魂の形成や形態化による空間的表現
としての芸術が，造形である。この後に述べた二
つのもの，すなわち絵画と造形を結びつける中心
点として，素描が現れる。…素描，ないし線によっ
て画こうとする努力は，前に，人間の幼児の段階
においてすでにみたように，人間の発達における
きわめて早期の現象である。しかし，，造形によっ
て，および色彩につまり絵画によって内的なもの
を表現しようとする努力もまた，人間のなかに，
きわめて早くから，幼児期にすでに，現れる。もっ
とも，これが特に明瞭に現れるのは，少年期に入
りかけの時期であるが。さてここから，なんら疑
う余地もないほど明瞭に，次のことが現れてくる。
すなわち，芸術的感覚ないし芸術は，人間のなか
にある普遍的な財産であり，普遍的な素質である，
したがって，早くから，すくなくもすでに少年時
代から，人間のなかに育まれるべきであり，また
当然育まれなければならない，ということである。
それを通して人間は，すくなくとも，芸術作品を
理解し，評価する能力を身につけるようになるだ
ろう。たとえかれの精神力や生命力がかれの活動
が，芸術的側面に主として向かわない，したがっ
て，から自身が芸術家になるのではないにしても
である」。（２３）

　フレーベルは音楽，絵画や造形の芸術教育を人
間の教育の普遍性として考えているのである。そ
して幼児教育として早くから芸術的感覚を身につ
けさせていくことは，その後の人間の生命力を
もった生き方として重要なことである。芸術的作
品を理解し，評価し，人間的に豊かな生命力をもっ
て生きていくうえでも幼児期からの芸術教育は大
切としている。幼児期からの芸術教育は，生命力
をもった人間の教育のためであり，芸術のあらゆ
る分野においても芸術家にしようと意図するもの
では決してなく，むしろ，してはならないとして
いるとフレーベルは述べる。学校教育で行う芸術
教育は，こころを内面的に豊かにしていくためで
あり，人格や人間性を形成していくための教育で
ある。
人間の教育と芸術教育
　少年期の学校教育において，芸術教育において
も芸術性をもった教師と同時に，人間の教育の素

養をもった教師が必要なのである。とくに，普遍
的な人間の教育として，芸術教育の意味をもたせ
るには，芸術家養成の教育は慎まなければならな
いのである。公教育として，国民一般教育として，
幼児教育や初等教育の一環として芸術教育を進め
ていくためには，生命力をもった豊かな人間に
なっていくために人間の内面的な純粋のとして，
芸術教育があるのである。
　人間の内面性の表現として，ことばがあるが，
とくに，ことばは，文学や詩の世界は，人間のこ
ころの世界として，文字をとおしての心情を高め
た内面的表現である。音楽や絵画，造形の世界と
同じように心情による内面的表現であるが，文学
や詩は文字をとおして感覚器官を情操的にたかめ
ていくものではなく，文字という人間のこころを
ことばに置き換えたものであり，直接的に感動し
たこころを感覚器官とおして，たかめていくもの
ではない。
　音楽は身体活動の感動とも結びつく。音楽は，
演じながらリズムと音階をとおして体全体で表現
していくのである。歌と踊りとが結びついて感動
を表現するのである。音楽は動的な感情の表現で
ある。造形や絵画は，静的な時間をかけてのゆっ
くりしたこころの表現である。文学や詩は，創作
したときも時間をもって表現している。しかし，
それは，表現したことを積極的に後生にも残して，
時間の経過を超越していく感情の表現になってい
く。
　芸術活動において忘れてはならないことは，人
間の心の連帯，こころのハーモニーがあるのであ
り，芸術は，お互いに響き合う側面があり，共同
の感情の表現の側面をもっており，共同で感じ合
う側面をもって心の連帯心をもたせていく側面が
ある。人間の本質的にもっている類的存在，連帯
心として，芸術的側面が機能しているのである。

７．読み書きの教育と人間の形成
基礎的な学力と人間の努力の三つの側面
　江戸時代の寺子屋教育から読み書き，算盤は，
生きていくうえでの基礎的な学力として培われて
きた。幼児教育から初等教育にとって，言語教育
は，人間の生きる能力の基礎として大切な課題で
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ある。自然観察や自然認識を媒介する数学は，人
間の個別性に関係するものの要請の現れで確実性
を求めているが，言語は人間の理性の多様性に関
係するもので多様を統一するものの現れとして，
充足を求める。
　人間の努力には三つの側面がある。第一に，宗
教ないし心情の要請に従って，心情のなかに生き
ること，あらゆるもののなかに統一を見いだし，
かつそれを感じること，第二に，自然の中の個々
の相互関係や全体との関係において認識するこ
と，つまり悟性の要請に従って探求すること，第
三に，あらゆる事物の多様の内面的な生きた連関
を表現すること，つまり，理性の要請によって努
力しうること，この三つの努力を人間はもってい
る。この三つの努力のなかで，言語は，生命その
もとして，かつ全体として，多様な関係をひとつ
のものとして，内的なものと自然を認識する外的
なものを連関させるのであると，フレーベルはの
べる。（２４）

　言語は，数学と同様に二重の性質をもっている。
言語は，人間が自らつくりだすものとして，人間
の精神から直接に生じてくるものであり，人間の
精神の表現である。言語は，内的に人間の精神の
所産としての側面と，外的に自然の模倣的な所産
との側面とがある。言語は人間，自然，神の精神
の表現であり，自然や人間の知識，神の啓示が現
れてくる。言語は，自然観察の側面からみれば高
められて生命になった力の自己表現であり，人間
の側面からみれば意識的になった人間の精神の自
己表現にほかならない。（２５）

　言語には，合法則性がある。音の構成要素は，
母音，子音，閉塞音があり，それの記号，字音お
よびさまざまな結合のなかに明瞭に確定されてい
る。（２６）音楽や言語には，法則性があることを見
落してはならない。
　言語は宗教的心情，自然や人間の精神との密接
な関係をもって，構造化されているとフレーベル
は考える。「言語は，空間的あるいは精神的に形
成されたなんらかの模写として，かつそれの基本
的特性を担うものとして，内的なものと，外的な
ものと，それの中間のものつまりそれらを媒介す
るものとを，必然的に表現しなければならない。

しかも，言語は，一般，内的なものを母音によっ
て，外的なものを閉塞音によって，両者を媒介す
るものを子音によって表現する。言語のこれらの
三つの基本的な構成要素は，統一性と個別性と多
様性が持つのと同様な相互関係を，必然的にもっ
ている」。（２７）

　言語教育を進めていくうえで，少年が早くから
言語法則に気づいていくことが問題なのである。
外面的なかつての方法で言語は獲得されるもので
はない。曇りのない純粋な感覚をとおして，生き
た母国語のなかで生き生きと直観される。方言の
真の意義や方言の考察の重要性が言語教育からも
重要であるとフレーベルはみる。
　「言葉をを教えるさいに，われわれが，子ども
たちのために，個々の語を，事態や事物そのもの
の現実的な直観に，もっともっと結びつけられる
ようにするならば，われわれ自身および特にわれ
われの子どもたちは，言語に関して，遙かに根本
的な洞察を得るようになるであろう。その場合に
は，言語は，われわれにとって，したがってまた，
いわば言語言語それ自身においても，たんに子音
や母音の全体ないし単語の全体であるだけではな
く，現実の事態や生命の全体であろうし，またそ
うなることであろう」。（２８）

母国語教育における方言の役割と子どもの生活
　豊かに母国語を子どもに習得させていく方言の
教育的意義は，子どもの生きた生活，生きた現実
のなかから言語を習得させていくことが，人間と
しての生命としての言語教育になるということで
ある。言語教育も人間としての生命の，生きてい
くための能力形成ということが基本にあるのであ
る。人間としての生命を豊かにしていくための能
力形成ということから心情や直観をとおしての言
語の法則性をふまえての言語教育の大切をフレー
ベルは強調しているのである。
　人間の自発性の教育ということから書くことや
読むことを豊かにさせていくことは大切である。
書くこと，読むことは，自己を高めてゆくことに
なり，この行為をとおして人間は，人格を形成し
ていくとフレーベルは考える。フレーベルにとっ
て，言語教育は，人格を形成していく基礎的な能
力形成であるのである。言語教育は，学校教育と
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して，可能になるものであると次のように述べる。
「書くことや読むことを学習しようとする努力こ
そ，少年ないし，教え子を，学校の生徒たらしめ
るものであり，本来的な意味で，はじめて，学校
を可能にさえするものである。文字の所有が，人
間に，意識的になることの，つまり将来の意識の
可能性と条件とを与えるものである。というの
は，文字に制約されてはじめて，真の認識，つま
り自己の認識が生ずるからである。…文字は，地
上の最も完成された最高の完全性に到達する可能
性を，人間に与える。書くことこそ，自由な意識
化に進む自発的に最初の主要な行為である」。（２９）

　学校たらしむものは，言語教育であるとフレー
ベルは強調している。人間にとって，自己の認識
を最高に高めていくのは，文字であり，自由に意
識化させていく文字の働きは大きな意味をもって
いるとしている。
　言語教育は，決してことばだけが一人歩きして
いくものではない。こどもは人間の自己意識を高
めていくものであり。様々な多様な事象を認識し，
自己のなかで，それを高めていくために意識化を
進化させ，創造性と情操ある感性，豊かなこころ
を磨いていくものである。生活や体験と無縁に言
語教育があるものではなく，それと密接に結びつ
いてこそ，真の意味の言語教育がされていくもの
である。学校教育で言語教育を展開していくさい
に，基礎的な学力形成として，重要性を言語教育
はもっているが，くりかえし教える場面を言語教
育の特徴としてあるが，それは，生活や文化と，
生きる能力と離れて形成されるものではないので
ある。

⑵　地域と学校ーデユーイから学ぶー
１．学校の社会的役割
学校の基本的認識
　学校とはなにか。その社会的役割をどのように
考えるのか。この場合の学校とは小学校や中学校，
高校，大学という学校で各種学校を主に考えてい
るのではない。学校ということを考えていくうえ
で，各種学校と小学校や中学校は別の次元の問題
である。また，塾と学校とは同じように考えてい
ない。学校という概念を考えていくうえで，国家，

都道府県，市町村行政の公共的福祉の責任を明確
にするためである。公的な教育は，近代国家の責
任性の大きな社会的役割である。
　政府，都道府県，市町村は，国民の教育を受け
る権利を保障する義務をもっているのである。国
民の教育を受ける権利の保障で学校の整備は極め
て重要なのである。学校は，子どもに対しての識
字教育の保障として，義務教育を実施していく責
務が近代国家であれば担っているのである。学習
権は基本的人権であり，学習権は豊かに文化的に
人間として生きる不可欠な手段である。
　「学習権とは，読み書きの権利であり，問い続
け，深く考える権利であり，想像し，創造する権
利であり，自分自身の世界を読みとり，歴史をつ
づる権利であり，あらゆる教育の手だてを得る権
利であり，個人的・集団的力量を発達させる権利
である。……学習権なくして，人間的発達はあり
得ない。学習権なくしては，農業や工業の躍進も
地域の健康の健康の増進もなく，そして，さらに
学習条件の改善もないであろう。この権利なしに
は，都市や農村で働く人たちのの生活水準の向上
もないであろう。端的にいえば，このように学習
権を理解することは，今日の人類にとって決定的
に重要な諸問題を解決するために，わたしたちが
なしうる最善の貢献の一つである」。（１９８５年ユネ
スコ国際成人教育会議の学習権宣言）
　国民の学習権の保障のために学校の整備を子ど
もから青年，大人までも含めて，学校教育の整備
をはかっていくことが求められている。義務教育
は，子どもの人間的な発達にとって不可欠であり，
まさに人間的に生きる権利としての学校教育の保
障があるのであり，子どもの学習権が学校教育の
基本にあるのである。学校は学習権を保障してい
くための組織的な条件整備なのである。
　教育基本法では，学校の規定を次のように述べ
ている。第６条で「法律に定める学校は，公の性
質を有するものであって，国，地方公共団体及び
法律に定める法人のみが，これを設置することが
できる」と定めている。法律に定める学校という
ことで，公の性質を有する学校設置を明確にして
いる。学校の規定を法律で明らかにしている。
　学校という名前は，小学校，中学校，高等学校，



－246－

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第20巻（2010）

大学というような学校体系以外に，世間一般に，
各種の勉強会，塾，研修組織，訓練機関で一般的
に使われている。しかし，法律で定める学校は，
国民の教育を受ける権利と国家における教育の条
件整備の義務を明示している。
　法律で定める学校の設置の基準を明確にしたの
は，国家の役割と責任を義務づけたものである。
これは，国民にどの地域に住もうと，どのような
家庭条件であろうと，どの学校に入学しようと，
能力に応じて，組織的に平等な教育条件と教育内
容で教育を受ける権利が保障されるためである。
　国家は法律を定めて，国民の教育を受ける権利
を体系的に，組織的に保障する基準を作らねばな
らないと義務づけられたのである。学校の定義
は，学校教育法１条で１０種類の学校が定められて
いる。各種学校や専修学校は１条規定に明示され
ていない。別に，学校教育法では，第１条の学校
の定義以外に，教育施設として，専修学校の目的
を「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し，
又は教養の向上を図ることを目的として」と定め
ている。つまり、修業期間が１年以上，教育を受
けるものが４０名以上，文部大臣が定める授業時間
数以上であるということを規定している。この規
定は，専修学校の教育課程，基準，認可の基準で
ある。
　また，各種学校は，学校教育法で雑則として，
学校教育法第１条以外のもので，特別の規定のあ
る専修学校を除いた教育施設を各種学校と規定し
ている。各種学校については，専修学校のように
特別の設置基準や修業年限などの規定がない。
国民の教育を受ける権利と教員の社会的責任
　学校を考える場合に，国民の教育を受ける権利
を組織的に条件整備していく教育内容を保障して
いく国家の役割と責任を見落としてはならない。
学校という場合は，学校教育法で規定した正系の
１０種類の学校を指すことと，各種学校などのよう
に特別の規定のない学校とは，教育条件整備や教
育内容の保障など，国民の教育を受ける権利にお
ける国家の義務と責任という側面から本質的に異
なるのである。
　教員の社会的職責を考えていくうえで，不祥事
問題の解明は重要な課題だといえる。教育基本法

６条の２では体系的な教育が組織的に行うことを
次のように規定している。「教育の目標が達成さ
れるよう，教育を受ける者の心身の発達に応じて，
体系的な教育が組織的に行わなければならない。
この場合において，教育を受ける者が，学校生活
を営む上で必要な規律を重んずるとともに，自ら
進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視し
て行わなければならない」としている。
　教育を受ける権利として，体系的な教育が組織
的に行わなければならないということは，教育の
目的と目標は，体系的に組織的に行っていくこと
で達成することができるということである。この
ために，学校の設置者と学校の管理者の義務と責
任性があるのである。教育を受ける者が学校生活
を営むうえで規律を重んずるとともに，自ら進ん
で学習に取り組む意欲をもつということを規定し
たことは，組織的に学校教育を進めていくうえで
の基本的な条件であり，学校の設置と管理者に，
そのことが可能にできる条件整備の義務と責任を
課したものである。さらに，教師の教育実践にお
ける体系的な教育が組織的に行えるように教育基
本法では，規定したのである。学校生活を営むう
えで規律を重んずることと，自ら進んで学習に取
り組む意欲をどのようにしたら可能であるのかと
いう教育のカリキュラム，教材の工夫，教育指導
の方法などが系統的に，また組織的に実施できる
教育体制が求められている。
　教育基本法の第９条では，「法律に定める学校
の教員は，自己崇高な使命を深く自覚し，絶えず
研究と修養に励み，その職責の遂行に努めなけれ
ばならない」と定めている。個々の教員の職責の
崇高な使命の深い自覚をどのように高めていくの
か。その養成はどのようにしていくのか。また，
教員の研修をどのように組織的に保障していくの
か。個々の教員の自覚に任せるというのではな
く，法的には，系統的に，組織的な研修が求めら
れている。この際に，学習権ということから学習
者の意欲の喚起を基本に取り組むことが必要であ
るが，設置者や学校の管理者が，これらの課題に
どのように保障していくのかということが重要で
ある。この保障は，現実に自己の崇高な使命を自
覚できずに，職責を果たしていない実態を多々み



－247－

神田：自立と共生の教育社会学（その５）

るのである。ときには反社会的なパワーハラスメ
ントや人権侵害を犯す教員をどうしていくのかと
いう大きな問題が学校の設置者や管理者に求めら
れている。反社会的な行為や人権侵害に対する姿
勢が甘い学校の管理者のもとに，教育を受ける子
どもたちや青年がほんとうに学習権が保障される
のかという問題があるのである。
　国立大学からみると，この問題がきわめてルー
ズにみえる。教育を受ける子どもや青年の権利を
中心に考えるのか，問題を犯した教授や准教授の
身分尊重の権利を中心に考えるのか，処分に対す
る大学管理者との価値観の違いが大きくある。不
祥事をした教員の問題が起きると，その管理責任
として，なぜ防止できなかったのかということで，
組織的な管理が問われる。
　そして，文書管理をはじめ管理が強化されてい
く。文書管理は管理者自身のアリバイづくりにな
る。このために教員の煩雑な仕事が増える。不祥
事教員の問題は基本的にモラルの問題であり，組
織管理の問題でない場合が多い。どのように管理
を厳しくしてもモラルを犯そうとするものは，い
ろいろと知恵を働かせる。管理の抜け道を探して，
共同責任者の名目者を増やし，また，わからない
ようにと不祥事を繰り返す。
　不祥事の教員に対しては，教育基本法第９条２
項の身分尊重と待遇問題とは，別次元である。教
員の身分尊重と待遇の適正は，教員の社会的な崇
高な使命と職責の重要性からである。学校は公の
性質をもつものであり，特別の社会的な責務があ
ることを決して忘れてはならない。崇高なる社会
的役割をもっている職責の遂行を放棄したり，な
いがしろにしたり，また，反社会的，人権侵害す
る「教員」には，厳しい処分の実施を学校管理者
に求められているのである。
　学校教育の内容論は，時代の人間の諸能力要請
ということから考える必要がある。学校は公の性
質をもつもので，学校のもつ社会的役割を現実の
社会に対応して綿密に考えていく必要がある。時
代によって，反社会的な犯罪の内容も変わってい
る。モラル内容の社会的要請も時代によって大き
く変化している。現代社会のモラル問題は，なに
か。日本の憲法の精神に基づいてなにが求められ

ているのであろうか。未来にむけて，人間らしく，
民主主義のなかで自立して自由に，人々が人間的
な協働と自然に共生していくモラルがどのように
したらもてるのか。生きていくためにどのような
モラルの内容が求められているのか。
　このためには，どのような人間的な諸能力が必
要なのか。科学的な力とこれから生きていく力を
どのように結合していけるのか。学校教育の体系
的な教育を組織的に行っていくということは，根
本的に教育の内容を現代社会の時代に即して考え
ていく必要がある。

２．小学校教育と子どもの生活
小学校教育の理念と体験学習
　現代の日本において，小学校教育の学校教育法
上の理念はどのようになっているのか。小学校教
育は，なぜ国語や算数，社会，理科，体育，音楽，
図画工作を学級担任が教えることになっているの
か。中学校のように教科ごとになぜ教員免許に
なっていないか。この問題を小学校教育の理念か
ら考えていくことが必要であると思っている。小
学校でも中学校でも各教科ごとの研究会が盛んに
行われている。小学校のなかにも理科の専科教員，
音楽の専科教員ということで，教科ごとに専門化
されていく傾向が強い。
　また，国語教育と並んで英語教育も小学校のな
かに導入されている。母語や民族の言葉をしっか
りおしえていくことは小学校教育の基本である。
全般的に中学校の教科中心の教育が小学校教育の
おろされてきている傾向がある。この傾向のなか
で，小学校教育の理念を踏まえていく時期にきて
いるのではないか。そして，学級担任として教科
を教えていくことは教育論として，どのような意
味をもっているのか。
　小学校教育のなかで，特別に体験学習を学校教
育法で定めていることはどこにあるのか。第３１条

「小学校においては，前条第１項の規定による目
標達成に資するよう，教育指導を行うに当たり，
児童の体験的な学習活動，特にボランティア活動
など社会奉仕体験活動，自然体験活動その他の体
験活動に努めるものとする。この場合にいて，社
会教育団体その他の関係団体及び関係機関との連
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携に十分配慮しなければならない」。義務教育の
目標の２１条のなかでも，１項で「学校内外におけ
る社会的活動を促進し……」第２項「学校内外に
おける自然体験活動を促進し……」と体験活動を
義務教育の教育目標として一般的に定めている
が，小学校教育として教育指導にあたって特別に
体験活動を定めたのが３１条なのである。
　また，小学校教育の目標において第３０条２項は，

「生涯にわたり学習する基礎が培われるよう，基
礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これ
を活用して課題を解決するために必要な思考力，
判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的
に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用
いなければならない」。
　初等教育では，子どもの能力の形成において，
社会的媒介としての心理学の方法は大きな役割を
果たすと，デユーイは考える。デューイは初等教
育の子どもの能力において，体験を大切にみてい
る。子どもが自然に成長していけるような条件づ
くりが不可欠である。生育史に調和するような教
育課程の構成を考えていくうえで，社会生活のひ
とつの機能として個人の精神をみるための心理学
の必要性を強調している。社会的な媒介作用をと
おして子どもは人類が幾世紀もかけて達成した進
歩をごくわずかな期間で習得できるとしているの
である。子どもの生活において意味をもつことは
教えられる教科が社会の生活とのかかわりをもつ
という関連性が保障されてはじめて達成すること
ができる。さらに，情動や努力というものは子ど
もの知性の形成にとって大切であり，観念の起源
は，行動の要求のなかにあるものであるというデ
ユーイの主張である。（３０）

子どもの成長にとっての三つの段階
　子どもであろうが，大人であろうが，精神は成
長の過程であって，固定したものではない。精神
と能力はまったく同一であるというのがデユーイ
の見方である。初等教育を考えていくうえで，子
どもの成長段階を三つの段階に対応した教育指導
が必要であるとデユ－イはみている。第１段階は
４歳から８歳として，社会的および個人的な興味
がそのまま直接にあらわれる。印象と観念と行動
の関係が直接に迅速に関連する。

　「この年齢期の子どものための教材は，子ども
自身の社会的環境と入り込んでくるような生活の
側面から選択される。その場合の教材としては，
社会的形式に近づくようななんらかの活動に，す
なわり，遊戯，ゲーム，仕事，あるいは小さな工
芸，物語，絵画的想像力，会話などの活動において，
子どもがそのような教材をできるかぎり再現する
ことができるようなものが選ばれるのである。そ
のような教材は，先ず第一に，子ども自身の最も
身近なもの，家庭生活および近隣の生活状況のな
かにあるようなものなのである。それから，子ど
もの身辺から離れたところにあるものの社会的仕
事，（とくに，都市生活と農村生活との相互依存
的関係をもっている仕事）へと進んでいって，さ
らにまた典型的な仕事や，それらの仕事と結びつ
いている社会的形態の歴史的な進化へと拡がって
いくのである」。（３１）

　初等教育の第２の発達段階は，八歳から十一な
いし十二歳の時期である。この時期の発達の目的
は，子ども自身の永続的な客観的な能力が育って
いくという変化に対応する教育指導である。永続
的，客観的な成果を可能性を自覚する能力，およ
びそうした結果に到達するのに必要な技術上の媒
介手段をコントロールする必要性に自覚する能力
が育っていけるかどうかということが，この時期
の特徴である。
　人間が思考し行動するうえでの特殊な媒介手段
や方法をわがものに自由に使いこなすことがどん
なに大切なことか。そのように明確な意識をもっ
て教材を設定することで，漠然とした経験を思考
と行動への典型的な諸相へと分化していく。子ど
も自身が独力で成果を実現していくための作業や
探求をしていくとデユーイは考える。さらに，実
践的にも知的にもわがものにしていけるような条
件を認識させることである。手段を目的に適合さ
せるために，忍耐，勇気，創作力，および判断力
についての典型的な例示としてアメリカ史の教材
をデユーイは提示する。
　第一期の子どもの活動は探求的であるというよ
りも，直接的に生産的なものである。この期の子
どもの実験は，遊びやゲームと変わらない活動的
な行為である。しかし，第二期になると，様々な



－249－

神田：自立と共生の教育社会学（その５）

材料や媒介物をどのように取り扱ったらよいかを
みつけだそうと努める。子どもの実験は，事実の
発見と原理の実証を目的とするような科学的な意
味における実験とは区別されるところのものであ
る。この期の子どもは，実際的な興味が支配的で
ある以上，純粋科学的な実験よりも応用科学の研
究である。手段を目的に意識的に関連させるとい
う特殊な原理は，第二の子どもの発達の時期にお
いて決定的に重要であるのである。この原理を強
調することは，子どもの発達に累積的にかつ統一
的な影響におよぼすとデユーイは考えているので
ある。
　初等教育の第三の発達段階は，中等教育との境
界領域である。この第三の時期は，現実のさまざ
まな形態と活動様式について，直接的な仕方で認
識できるようになる。子どもは各種の経験を多様
な発達段階ににふさわしい方法に対応していくよ
うになる。思考，探求，活動の道具を十分に取得
してはじめて，それぞれはっきり区別できる教科
や技術の専門科目の学習が有益となるとデユーイ
は指摘しているのである。
　デユーイの実験学校では，この第三段階の子ど
もについての典型的な推論を導き出すような研究
は至っていないとして，この時期の論究は，第一
段階の時期や第二段階のように，学校と社会のな
かでは具体的にふれていない。中等教育での教科
ごとの専門分化した教育指導と初等教育での子ど
もの生活，人類史的な視点からの生産活動作業，
人間と自然などとの関係での体験的な活動の重要
性と総合的な視点の教育指導の違いを明確にして
いるのがデユーイの教育指導論の特徴である。
初等教育と読み書き算
　初等教育にとって，読み書き算の教育は大切で
ある。この教育を進めていくうえで，いくつかの
留意事項がある。経験を拡大し統御するために最
も主要な媒介，手段のひとつは，読み書き算の記
号を自由に使いこなすことである。小学校の最初
の四，五年間の６０％から８０％は，これらの道具と
いう手段の取得に捧げられる。この読み書き算の
手段を目的に適合させる教育を展開させるための
条件を次のようにデユーイは提起する。
　「⑴社会的および自然的な現実と接触し，それ

に親しむという背景を，子ども自身の個人的で生
きいきとした経験をとおして獲得しなければなら
ないという要求。このことは，読み・書き・算と
いう記号が現実に取って代わって，もっぱら第二
次的でありきたりの代用物にしないために必要で
ある。⑵子どもが，より一層日常的で直接的な個
人的経験が，問題を解決したり，満足を得たり，
物事を達成したりするためには，書物の力を借用
することが必要となってくるのであるが，その必
要に対応するにふさわしいさまざまな問題や動機
や興味を提供するという要求が求められる。そう
でなければ，子どもはなんらの知識も知的渇望も
なく，なんらの闊達さもなく，またなんらの問題
意識をもつような態度もみられないままに，ただ
書物に近づくことになる」。（３２）

　書物ばかりに頼って思考と探求の活力を衰退さ
せ，空想にふけったり，現実の世界から架空の国
へ逃避させる読書はたんなる手当たり次第の刺激
を求めるものであるとデユーイは，目的のない乱
読を戒めている。子どもが自分自身の体験をとお
して，興味関心を発見し，問題解決という探求
心，創造心の動機が読書においても大切としてい
るのである。このデユーイの問題提起は，情報化
が読書という次元からテレビやインターネットを
とおしてのバーチャールのマスコミが発達するな
かで，益々重要になっている。
　子どもの生活から学校教育の制度改革をしてい
こうとしたのが，デユーイの大きな考え方であっ
た。彼は，社会進歩との関係で学校を積極的に位
置づけたのである。デューイは学校と社会のなか
で，教育の方法やカリキュラムなどの学校の変革
を考えるときに，商工業の様式の変革と同様に社
会的な観点からとらえることが必要であることを
強調している。現代の産業上の変化は，科学の応
用によるものであり，偉大な発明が生まれ，その
結果，自然の力が大規模に，かつ割安に利用され
るようになり，生産の対象が世界市場に発達した
ことをのべている。
　「自然の真理への探究は，際限なく刺激され，
促進されつつあり，それらの生活への応用は，た
んに実用的なものになったばかりではなく，商業
的にも成り立つよう要請されるようになってきた
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のである。わたしたち人間本性の奥深に内在する
がゆえに，最も保守的なものとされているわたし
たちの道徳的・宗教的な観念や関心さえも，根底
から影響を受けているのである。このような変革
が，形式的なものでも皮相的なものでもなく，何
か本質的なところで，教育に影響を及ぼさないな
どとは，とうてい思いもよらぬことである」。（３３）

　デューイは，自然への真理探究の刺激が商工業
の発展による世界市場からきているという見方で
ある。そして，最も保守的な側面である道徳や宗
教の意識さえもかえていくとしている。教育は，
この社会変革の影響を強く受けていくというので
ある。
　デューイの生きていた時代からみれば１００年以
上を経過している。この間に科学の発展は，大き
く躍進し，ＩＴ革命による情報化が人々の意識を
大きく左右して，労働形態も個人化していく場面
も多くなり，人々の暮らしも孤立した状況が数多
くうまれている。エネルギー革命など石油などの
世界市場から地域での自然を利用した技術の応用
への変革など新しいコミュニティ生産時代，コ
ミュニティの協働の時代，福祉の時代に入ろうと
している。
　この現代の状況に教育がどのように影響を受け
て，学校の変革もどのようになっていくのか，学
校のカリキュラムの変化は，時代の変化，社会の
変化によって大きく影響を受けていくという認識
は重要である。この時代の認識を踏まえての教育
の原理を考えていくうえで，基本的な学力に対す
る見方や科学に対する考えが大切なのである。生
活や社会の変化のなかで，学力や科学をどうみて
いくのか。
生活科学的な教育実践
　学校と子供の生活を結びつけていく問題意識
に，教育それ自身に，生活的科学的内容の課題が
あるのである。デューイは，学校における子ども
達の能動的な活動として，工作室作業及び裁縫と
調理に注目している。木材や金属をつかっての作
業，機織り，裁縫，調理といった作業は，教科と
してではなく，生活の学習としての理解である。
　それらの作業は，学校を活動的にし，共通の精
神，共通の感情，共通の目的による社会生活の一

形態として理解している。現在の学校は，社会的
生活の諸条件が欠けているというデューイの認識
である。学校は子どもの将来の生活と密接に結び
つき，小型の共同社会，萌芽的な社会となる生活
を指導されるものである。
　しかし，学校においては現実の経済的圧力から
解放される必要があるというデューイの見方であ
る。「学校において追求される典型的な仕事は，
すべての経済的圧力から解放されているものであ
る。その目的は生産物の経済的価値にあるのでは
なく，社会的な力量と洞察力を開発することにあ
る。狭い功利的な考え方から解放され，この人間
精神の可能性が開かれていることこそが，学校に
おけるこれらの実践的活動を芸術の盟友とし，科
学と歴史とを学ぶ拠点たらしめるのである」。（３４）

　現実の生活との関連で教育を考えていくという
ことは，決して功利主義的にすぐに役にたつこと
を教えていくことを意味するのではない。むしろ
すぐに経済的に役にたつという即戦力的能力のた
めの教育ではなく，それから解放されていること
が大切なのである。社会的生活との関係で教育を
みていくことは，社会的な力量と洞察力を身につ
けるためである。それは，人間精神の可能性を開
発するために，実践的活動を芸術の盟友として，
科学や歴史の拠点としての学校の存在なのであ
る。
　縫い物や織物の教育的なとりくみは，「子ども
たちに歴史上人類の進歩の跡を辿りうるとともに
その出発点を与えるものとなり，同時に子どもた
ちに，その作業で用いられる材料や，その作業
に含まれている機械的原理に対する洞察力をも，
得られるようになるということを見出すのであ
る」（３５）

　子ども達に織機をとおして，科学の応用を概観
することができる。子ども達に縫い物や織物の作
業をさせることは，社会生活との関連で，科学の
応用を歴史的に理解させるためである。織機の作
業をさせることは，科学を教えることなのである。
また，作業は，科学的な洞察力を自由に生かされ
ていくことを目的とするものである。
　教育のなかで科学的洞察力をもたせていくこと
は，科学や学問に対する考え方を根本的に社会生
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活との関係でみようとするデューイの姿勢があ
る。かれにとって，学問は，社会生活との関係で，
広く一般の人々に普及させていくことを必要とす
るものである。特権的な学識階級というものは，
時代の要請にあわないということである。つまり，
特権的に知的な学問の生活のみに学者的であると
いうことは非難の対象になるのである。
　博学的に知識をもって人々の支配の道具に利用
する高度に専門化された中世的な学問の概念は，
時代にあわない。産業革命後一般大衆に，学問が
普及していく知的な革命の時代は，特権的な学問
は，社会的な要請ではないとする。小学校や中学
校の学校教育に美術や理科の取り入れることは，
決して専門家の養成ではない。
　教養ある人々と労働する人々は分離されるもの
ではない。教養は，一般大衆の労働と結びついて
考えるということである。教育の目的や目標は，
国民の大多数の子ども達に，学校生活が生き生き
とした内容になるものが求められる。多くの子ど
もが学校生活に興味をもつような活動を取り入れ
るために，現実の社会生活との関連の教育が必要
ということである。学校ごとに，萌芽的な社会生
活ができるように，社会生活との関連で，芸術・
歴史および科学的精神を隅々まで浸透させること
が学校の役割なのである。
　学校における浪費は，子どもが学校の外で得ら
れる経験を学校教育の実践に利用できないとデ
ユーイはみている。学校の周りには自然環境に
よって取り囲まれており，校舎は庭園のなかにあ
るべきであり，庭園から周辺の野原に導かれてい
くとしている。さらに，学校は家庭との結びつき
と，職業との連関があり，教育内容や専門的調査
研究，教師養成，探求の精神態度，科学的資料の
蓄積などの図書館や博物館などとの連携がある。
　また，学校の校舎は，２階建ての構造をもって
おり，１階は，中央に図書館，そのまわりに食堂，
調理室，織物作業室，工作室が配置されるとして
いる。２階は，中央に美術室，音楽室，生物室実
験室，物理実験室と化学実験室を配置している。
デユーイの校舎配置のなかには，各教科目の教室
が配属されていないことが特徴である。各教科目
は，求心力がなくばらばらであり，相互に孤立し

て，統一性がなく，そことが学校教育の浪費の大
きな原因になっているというデユーイの基本的な
見方である。
　現代の日本の学校教育の現状からみるならば，
各教科目が中心になっており，教科目のなかでも
それぞれの教える単元の統一性がなく，細切れ的
に知識を教えられているのが現状であり，子ども
の生活や将来との関係で生きていくための人間的
能力をどのような内容で考えるのか，また，それ
をどのようにして統一して教えていくのかという
問題の立て方はきわめて弱いのが現実である。教
師達は細切れ的な授業の単元のなかで，ドリル学
習が幅をきかしているのである。
教育における浪費問題
　子どもにとってなぜ学校教育が必要なのかとい
う根本的な問題に立ち返り，初等教育，中等教
育，高等教育と，それぞれの段階に即して，教育
内容と方法をみつめることが，子どもの生活や未
来から離れて荒廃する学校教育を再生していくう
えで，必要な時期になっている。この意味で，デ
ユーイの教育における浪費の問題と，その浪費の
なかでどう学校教育を再生していくのかという根
本原理の提案を学ぶことは現代の日本の学校教育
の再生のうえでの大きなヒントを与えてくれるの
ではないか。学校教育は社会生活との関連をもち
ながら，子どもの生活と未来にに即して，コミュ
ニティとしての学校を組織化することにあるとデ
ユーイは考える。
　「教育における浪費という問題について述べる
にあたっては，学校制度のさまざまな部分が相互
に孤立しており，教育の目的に統一性が欠落して
いることや，教科の学習と方法との一貫性が欠如
しているといった事柄にも注意を喚起したいもの
である」。（３６）

　学校制度の孤立状態は，近代の学校制度が生ま
れてくる時点から生じているというデユーイの見
方である。大学は専門職制度の中世的制度を基盤
に発達し，幼稚園は遊戯やゲームからの子どもの
実際生活での道徳的発達が目標であった。小学校
は民衆運動から発展し，印刷術と商業の発展に
よって，読み書き算の習得が国民的規模で必要に
なったことによって義務教育として展開してきた
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ものである。それは学問としての発展ではなく，
道具としての読み書き算という実用からの出発で
あった。「子どもの生活の自然的な興味に無関心
であるかぎり，小学校は幼稚園から切り離されて
いたのであった。その結果，今日，幼稚園の方法
を小学校に導入するということが問題となってい
るからである」。（３７）

　小学校の区画についてグラマースクールをデ
ユーイは考えている。グラマースクールと小学校
は理想を異にするものである。教養主義的な生活
をもつグラマースクールは，広い視野に立って，
世界を眺められ，学問の扉を開く鍵をあたえるも
ので，後のカレッジの自由教養の基盤となったの
である。現在の中等学校は，部分的においてであ
るが一種の下級カレッジであると。
　教員養成のための師範学校は，学問的な内容か
ら切り離されているとデユーイは次のように指摘
する。「師範学校は高等な学問的な教科内容から
切り離され，孤立しているのである。というの
は，総じてこれまで師範学校の目的は何を教える
べきかというよりも，いかにおしえるべきかとい
うことを訓練することにあったからである。とこ
ろが，カレッジへ行ってみると，この孤立してい
ることの他の一半の理由は，何を教えるべきかに
ついては学んでいるが，そのための教授の方法は
ほとんど軽蔑されている，といったような状況に
見いだされる。カレッジは，子どもたちや青年期
のある若者たちの実態に親しく接触することから
閉め出されている。カレッジの構成員である学生
は，その大半の者が家庭から離れてしまっており，
自分たちの子ども時代を忘れてしまっている。し
たがって，そのような学生がたまたま教師になる
とすると，相当量の教材を自由に使いこなす力は
ありながらも，その教材が教えられる側の子ども
たちの心にどのように関連させることができるか
の知識は，ほとんど持ち合わせていないのである。
何を教えるべきかと，いかに教えるべきかについ
てのあいだには，このような分離があるので，師
範学校とカレッジのいずれの側も，その隔離のた
めに苦しんでいるのである」。（３８）

　師範学校自体の学問的な内容の乖離の問題点
と，カレッジ出身の教員の問題点をデユーイは指

摘している。
　学校制度は相互に分離されており，教員養成も
何を教えるべきかという教育内容と，いかに教え
るべきかというという教育学的な力との分離があ
るというのである。学校教育においては，各教科
は統一性がなく，道徳の発達，実用性の力，一般
教養，訓練，専門知識などの多様な人間発達の側
面がバラバラに統一性のないなかで教えられ，重
複している部分，各部分ごとの摩擦，架け橋のな
い教科間など統一性のないなかで，非効率な浪費
的な教育が行われているのである。
初等教育と高等教育の一体化
　デユーイは教育学的な実験室学校とシカゴ大学
との関係で，初等の教育と高等教育とを一体のも
のにしたいと考えている。大学がもっている資料
や資源のいっさいを，付属の小学校でも意のまま
に使うことができるようにすることによって，価
値ある教材と正しい教育方法を進展させることが
できる。このことと共に，学生のための調査研究
や研究方法，学生たちのアイデア創造の実験室と
なる。理論と実践が統合される高等教育が望まれ
る。
　高等教育と初等教育を統一的に考えていくうえ
で，高等教育の専門分化の側面と，将来の職業的
進路の問題が絡んでいることを重視しなければな
らない。教員養成の師範学校出の教員とカレッジ
出身の教員との違いについて，デユーイも指摘し
ていたところであるが，子どもに教える科学的内
容についてはカレッジでは深い見識を身につける
ことができるが，どう教えるかとうことではカ
レッジでは全く見識をもたない。
　師範学校では科学的専門内容には重点を置か
ず，どう教えるかということに関心が集中してい
く。教員養成という側面から大学をみた場合でも
専門性が統一性を欠いている。教員養成は，どう
いうことを教えていくかという教育の内容と，ど
う教えるか，子どもの発達と認識はどううなのか
という統一が求められているのである。この統一
性を考えていくうえで，デユーイは大切なことを
見落としている。それは，大学における教員養成
ということから何を教えていくかという専門的内
容論を教養性との関係で深めていくかという課題
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である。
　どういう内容を教えていくのかという専門性を
大学で重視する場合に，それぞれの専門性を教養
という蒸留器にかけて精選されたシンプルなわか
りやすく，たのしい内容になっていく。この場合
に，子どもの経験と生活ということをそれぞれの
専門内容を教養として構築していくうえで，媒介
させていかねばならない大切な研究課題があるの
である。付属学校は，教育学部のようにどう教え
るかという教育の方法に傾斜するのではない。そ
こでは，子どもに教える内容を生活や経験をとお
して，発達や認識に即して，それぞれの専門性か
ら教養に寄与していく視点からの教材開発を大学
と共同していく課題があるのである。それは，教
育学部ではなく，総合大学のなかでの教育学部で
の，子どもの発達や子どもの認識，教育方法の専
門性ばかりではなく，大学としての学術の府とし
ての総合的な学問のなかでの教材開発が必要なの
である。
　つまり，それぞれの専門性からの教養教育の構
築なくして，高等教育と初等教育の統一は生まれ
てこない。また，師範学校と付属学校という範囲
ではなく，総合大学のなかでの教養という視野か
らの付属学校との統一性が求められているのであ
る。
　デユーイは学校の教育と子どもの体験的生活を
統一する唯一の方法は，社会生活全体を眺めて統
一することであるとしている。「子どもの立場か
らみると，学校における大きな浪費は，子どもが
学校の外で得られる経験を，学校それ自体の内部
でどのようなかたちであれ，十全かつ自由に有効
に利用することが，ほとんどできていないことに
由来するのである。しかも他方ににおいて，子ど
もは自分が学校で学んでいる事柄を日々の生活に
応用することもできないのである。このことは，
学校の孤立ー生活からの学校の孤立を意味する。
子どもは学校の教室にはいると，自分の家庭のや
近隣で高く買われている考え方や，興味や活動の
大半を，自分の心から閉め出してしまわなければ
ならない。このようにして，学校は，子どもの日
常の経験を有効に利用することができないので，
学校での教科に対する興味を喚起させるために，

あらゆる手段を講じて別のやり方で，骨の折れる
努力をしているのである」（３９）

子どもの生活と教育内容
　子どもの生活を眺めていくこととの関係で学校
教育の内容や方法を統一していくことの大切をデ
ユーイは指摘するのである。さらに，学校と職業
との関係でも有機的な関係の必要性を強調するの
である。その学校教育と職業との関係を次のよう
にデユーイは考えている。「学校は子どもを何か
特定の職業へと向かって準備すべきである，とい
うことを意味するものではない。しかもそれは，
子どもの日常生活と子どもをめぐる職業的環境と
のあいだに，自然な結合関係があって然るべきで
あるということを意味するのである。さらに，こ
の結合をすっきりとしたものにして，しかもなん
らの拘束もないものにし，また，例の商業地理と
か商業数学とかいったような特定の学科を取り入
れることによってではなく，両者の日常的な関連
の絆を生き生きと保持することによって，両者の
結合関係を子どもたちに意識させることが，学校
の任務であることを意味するのである」。（４０）

　学校と職業との関係を特定の職業に訓練的役割
に従属させるものではないのである。子どもの日
常生活と職業的環境を子ども自身に認識させるこ
とを目的とするものである。学校での職業教育と
いうと，特定の職業訓練的な実用主義に思いがち
であるが，デユーイは，学校教育と職業との関係
を子どもの日常生活を職業との関係で考えさせる
ことに大きな狙いがあるのである。これは，普通
教育として，人間にとっての職業の役割を具体的
な日常生活の体験をとおして，子どもに職業観の
教育をしていくのである。
　デユーイが学校教育で校舎の二階建てを構造的
に考えていくうえで，一階部分に中央に図書館を
置き，その周りに，調理室，食堂，織物作業室，
工作室を置いていることは，子どもの社会生活を
学校教育の内容論として考えていくうえでも，職
業と学校との関係の構造のなかからも考えられて
いるのである。子どもの社会生活との関係で学校
教育を考えていくうえで，教室の配置は極めて大
切なのである。教育的作業において，図書室は大
切な役割を果たすのである。
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　ところで，学校の教室は，音楽室，理科室，家
庭科室など教科を中心に配置されているのが日本
において一般的である。図書室は教室のはずれに
ある。デユーイの教室の配置は，一階では，図書
室を中心に食堂，調理室，工作室，織物作業室と
いうように，教科を中心にした教室配置になって
いない。むしろ，図書室が中心になっている。こ
のことは，作業を中心に展開されていくことに，
光明を投じるためである。作業の意味は，教養的
な価値をあたえるために，知的資料の収集の図書
室が必要ということである。
　実際活動の理論面の充実として図書室が大切に
なっている。実際活動の教養は，料理人や裁縫師
や大工，石工などの技術的熟達にみいだされるも
のではない。それは，実践活動と学校の外の実生
活との関連に見いだされるものである。デユーイ
はこのようにみている。それは，学校の社会から
の孤立化を克服していくためである。
　子どもが学校外で学んだことを学校に持ち運
び，学校で学んだことを子どもの日常生活に応用
できる教育を考えている。これらの学校教育活動
は，子どもの行動に対する要求，表現したい要求
を構成的に，創造的に組み替えている。それは，
決して受動的や順応的なものではない。子どもは
学校に来るときに身も心も豊かさをもってくる。
このことができるためには，学校教育が外との関
係をもつことである。精神だけではなく，健康を
もって学校にくるように仕向けることが大切であ
る。
　体育館がデユーイの教室配置のなかに入ってい
ないことは，それぞれの活動で絶えず身体的な訓
練が行われているからである。特別に身体の訓練
を行うことは必要ない。体育館は，個別的な弱点
を矯正するものであるデユーイは次のように指摘
している。「本来の体育館は，子どもたちの個別
的な弱点を具体的に取り扱い，それの矯正をした
り，また，健全な精神が宿る住み処としての身体
を，徹底的に健康なものにつくりあげることに，
よりいっそうの努力が意識的になされるところで
ある」。（４１）

　体育館は健全な精神が宿る身体を，徹底に健康
にするためのものである。つまり，子どもたちの

身体の弱点を矯正するために必要な施設である。
体育館はスポーツ活動として競技に勝利するため
やスポーツを楽しむための身体的な技能訓練の場
として使われているのが日本の一般的な利用の仕
方である。現代日本の学校教育の場合，保健体育
は教科として独自に設定されている。
　しかし，保健と体育はそれぞれ統一性のないま
ま，別の領域として個別に単元が設定されており，
相互に連関をもって，統一性がもたれていない授
業が一般的である。体育がスポーツ種目に対応さ
せての勝利のための技術向上訓練に偏りがちにな
る。子どもの健康や身体発達の関係で，体育の授
業の位置付けが明確にされていない。つまり，体
育を総合的にみる視点が弱いのである。身体発達
としての体育，健康のための体育，文化としての
体育，楽しみとしての体育など保健体育という領
域についても子どもの日常生活との関係での統一
性がないのである。食育教育は，子どもの生活と
の関係で大切な課題であるが，それは，学校外の
環境と学校教育を結ぶ役割を果たすものである。
　食堂や調理の教室配置は，デユーイにとって四
角の下の２つの領域として大きな位置を占めてい
る。食堂や調理は，カントリーや土地の産物と結
びついていることであり，調理を教えることに
よって，土地の生活と地理の内容が結びついて展
開していくのである。「調理室に持ちこまれてく
る食材はすべて，その土地の産物である。それら
のものは，土壌から生じ，光や水の影響を受けて
育てられ，地方的なきわめて多彩な環境を象徴的
に表しているのである。ガーデンからより大きな
世界へと広がるこの関連をとおして，子どもは
諸々の科学の学習へと，最も自然なかたちで導か
れていくのである。これらのものは，どこで作ら
れたのか，これらのものが生育するためには，何
が必要とされるか，その作物と土壌との関係はど
うなのか，気候条件の違いによる作物への影響は
どのようなものなのか，などといった問題が生じ，
学習の対象となるのである」。（４２）

　調理室の授業は，料理の方法を学ぶことのみで
はない。調理室に運ばれてくる食材を考えること
は，学校の外の世界のガーデンや自然環境，土地
と農産物との関係など，子どもの生活の学習課題
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が含まれている。食材はどこで作られたのか。こ
れは，地理の学習からはじまり，作物の生長の条
件の植物の学習にも発展していく。
　さらに，作物と土壌の関係で，作物をつくると
いう人間生活に応用していく地学の学習になり，
作物の成長と気候の関係などの学習にもなる。農
産物の食材ひとつとってみても多様な学習へと発
展していく。
　また，食材を加熱することによって，どのよう
に，その物質や栄養素は変化していくのか，加熱
することによって，生きている植物はどのように
化学的な変化をとげていくのか。食の教育はまさ
に多様な教科の側面をもっているのである。
　科学の教育にとって子どもの生活はどのような
位置にあるのか。デユーイが生きていた時代の学
校での植物の学習は，土壌，田園地域，作物の成
長など，植物と人間生活との環境など全く考えて
いなかった。調理室の子どもの学習は，植物学習
から化学の学習までも含むものであると次のよう
にのべる。
　「本物の植物の学習は，植物を自然環境におい
て，同時にまた，その用途について，それもただ
食物としてではなく，それら植物の，人間の社会
生活へのあらゆる適用についても取りあげるので
ある。調理することはまた同時に，最も自然に化
学の学習への導入となる。調理はここにおいても
また，子どもがその日常経験にただちに関連づけ
ることのできるものを与えるのである。わたしは
かつて，ある一人の知的な女性が，つぎのように
語ったのを聞いたことがある。すなわち，子ども
は原子や分子といったものをどうしたら理解する
ことができるか，その方法は考えもつかないから，
幼い子どもたちに科学についての教え方などわか
らない，という話があった。つまり，別の言い方
をすると，高度に抽象的な事実を，日常的な経験
に依存しないで，どうして子どもに提示してやる
やることができるであろうか，この女性にはその
ことがわかっていなかったので，科学というもの
を，子どもにどのようにして教えるとよいかなど，
どうしても理解できなかったのである」。（４３）

　子どもにとって高度な抽象的な認識は，日常的
な経験なくして理解することができないというデ

ユーイの見方である。調理という経験は，最も抽
象的な化学的変化である原子や分子の世界も理解
するうえで，役にたつものである。
　日常的な経験からの植物学習にしても，それと
調理の食材という日常生活と関連をみいだせない
植物の生態系や環境についての学習をどのように
していくのか。日常的な生活経験と結びつかない
植物学習にとっての基礎的な事項の学習はないの
か。自然生態系や環境についての植物学習，とく
に，植物の生態系における共生的な関係などの基
礎的学習や分類学的な基礎学習など，植物学習の
体系と日常的な経験からの学習の関係をどのよう
に考えていくのかという課題があるのである。
　とくに，化学や物理の学習などにおける抽象性
の高い事実の科学的理解を体系性のなかで基礎的
事項をどのように設定していくか。その学習をど
のように展開していくのかということは大きな課
題である。日常的な体験から学習していくことは
子どもに，その課題に興味関心をもたせ，学習自
身が主体的に楽しく展開できる可能性をもつので
ある。
デユーイの学校教育改革の見方と現代的応用の視
点
　デユーイの学校教育改革は，子どもの生活から
考えていくことである。生活科学的見方は，想像
力の養成にとって決定的な意味をもった。近代の
公的な学校のはじまりは，子どもの生活との教育
はなかった。なんのために子どもに学校教育を受
けさせる必要があるのか。その根本的な原理を人
類史的にみていく必要がある。近代社会になるこ
とによって，なぜどこの国も義務教育を実施する
ようになったのか。それ以前の子どもの成長や発
達はどのようになっていたのであろうか。
　人間であるがゆえに，広義の意味の教育という
営みはいつの時代において行われていた。文化や
技能・技術，知識のの継承はどのようにして行わ
れていたのであろうか。なぜ知識や文化が生活や
労働から離れていったのであろうか。
　学校がはじまるときは，読み書き算という基礎
的な知識なスキルが教えられた。それは，当初は
寺子屋のように百姓往来のように生活との関連で
教えられたが，効率的な読み書き算を教えていく
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学校教育のシステムの確立によって，子どもの生
活と離れて独自展開していったのである。デイー
イが生きていた二〇世紀の初頭のアメリカの学校
教育では，子どもの生活との関連で教育が行われ
ていなかった。学校のなかには，子どもの生活と
の関連で教育を行うための実験や作業場などはな
かったのである。
　つまり，伝統的な学校の教室には，創造したり，
能動的に探求したりすることができる作業場，実
験室などの場所がない。教育は聴くことによって，
知識を得るということでは教材や教育方法を画一
化することができる。現代は，子どもの学習する
ことは語られるが，子どもが生活する場所として
の学校は語らない。産業革命以降の大衆的な国民
のための新しい教育は，子どもが中心となり，そ
の周りに教育の装置が存在していくという全く新
しいコペルニクス的展開の学校教育が求められと
デューイ考えていたのである。
　１００年前のアメリカにおいても子どもの生活を
中心に教育を行うことはなかったのである。子ど
もの学習とは生活と別のことであるというのであ
る。知識は大人になるために，子どもに教え込む
ということが一般的であった。そこには，子ども
の生活，子どもの内面的な衝動，活動を取り込ん
での教育ではなかった。
　学校は理想的な家庭を組織したものである。
学校は理想的な家庭を組織化したものであると
デューイはみたのである。そして，子どもの能力
発達のために理想的な家庭は，社会的な会話，家
族のしきたりなどの話題が豊富にある。そのなか
で子どもが豊かに成長していく。子どもは自分の
経験を語り，家庭の仕事に参加する教育的意味を
次のようにデューイは述べる。
　「子どもは自分の経験を語り，自分の誤った考
えを訂正する。さらに，子どもは家庭の仕事に参
加し，それによって勤勉，秩序および他人の権利
や考えを尊重するといった習慣を身につけ，そし
て，自分の活動を家族全体の一般的利害に従属さ
せるといった，基本的な習慣を身につけるのであ
る。これら家庭の仕事に参加することは，知識を
獲得する機会となる。理想的な家庭というものは，
子どもたちが何かをつくろうとする，構成的本能

を十分にはたらかせることができるような作業場
があるのが，ごく自然のことであろう。また，そ
こには，子どもが調べたいと思うことが誘導され
るような，小さな実験室ももっているであろう。
……以上の事柄を，わたしたちが組織化し一般化
してみるならば，そこには理想的な学校をつくる
ことになるであろう。この理想的な学校には，何
ひとつ神秘的なことはないし，これといった教育
学や教育理論のうえでの新奇な発見があるわけで
はない。そのことは，ほとんど大半の家庭で，さ
まざまな理由により，ただたんに比較的貧弱で偶
然的な仕方でしかおこなうことができないもの
を，ただひたすら，組織的にかつ大規模によく考
案された，適切な方法でおこなうという問題であ
るにすぎないのである」。（４４）

　会話が活発に行われ，仕事に参加することは，
知識を獲得する機会となり，勤勉性と，秩序，他
人の権利や考えを尊重することになる。ここでは，
家庭の実態をさしているのではなく，理想的な家
庭をイメージしている。この理想的な家庭を組織
化していくのが学校である。家庭の会話と仕事の
参加は，最も豊かに子どもの社会生活を保障させ
るために多くの大人と接触させることになる。家
庭環境の仕事や人間関係は，子どもの成長という
ことに目的があるのではなく，子どもの成長的
機能は，付随的なものである。家庭の組織化とし
て，学校の原理をみていくのは，実際的な家庭の
作業場ということではなく，あくまでも子どもの
成長ということから理想的な家庭をみているので
ある。子どもの活動的な生活を中心にして，子ど
もの成長をみていることを重視しなければならな
い。理想的な家庭ということは，教育的に抽象さ
れたものであり，学校を原理的にみていくうえで
の家庭の組織化というモデルを描いたものであ
る。むしろ，学校とは本質的にどのように考える
のかということで，理想的な家庭がイメージされ
たのである。
　現代の家庭の問題点は，仮想世界の拡大である。
デューイから１００年後経った現代の学校の原理を
考えていくうえで，理想の家庭をイメージして，
会話と作業を想定したことがどうなのか。あらた
に，現代的に学校の原理を考えていくうえで，理
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想の家庭をどのようにイメージしていくことが必
要なのか。子どもの生活中心ということから，現
代は，消費欲望の肥大化極端に進み，仮想世界に
よる直接的な人間関係が希薄になっている。
　このなかで，会話ということを特別に直接的人
間と人間のふれあいのなかで愛情を基礎にしてい
く理想の家庭が大切にしていくことが求められて
いるのである。子どもの自己中心性が内面的な閉
鎖性をもって固定化されやすい条件がつくりださ
れているのであり，理想的な家庭における愛情を
基礎にしたコミュニケーション力の養成が必要に
なっているのである。
　また，家庭の拡がり，さまざまな大人とのふれ
あいということと，地域というコミュニケーショ
ン，家庭以外の会話や体験を意識的につくりだし
ていく理想的な家庭が求められているのである。
まさに，家庭は，開放的なものであり，活動する
基礎的な単位であるが，家庭で子どもの生活は自
己完結するものではない。家庭は問題状況があれ
ば閉鎖的になりやすい側面をもっており，いかに
して，開放性を保ちつづけることができるのかと
いう課題をもっている。このためにも家庭以外の
体験の設定が日常的に強く必要になっている時代
である。
　学校は，子どもの生活，子どもの成長を促進す
ることが目的である。子どもの学習は生活をとお
してなされていくものである。子どもの生活は，
日常的に走りまわり，みさかいなく周囲のものを
ひっくりかえすという活動力をもっている。教育
は子どもの活動力を捉え，その活動に方向性を与
えていくことになる。
　教育的な作用のない自然態の子どもの活動は，
散漫であったり，衝動的なままである。それが，
教育という指導によって活動が組織立てられ，価
値ある結果へと向かうのである。あるがままの自
然態の子どもの生活ではない。子どもに方向性を
もたせていくような子どもの生活中心による教育
が求められているのである。ここでは，教育とい
う指導性が働いている。例えば，子どもがつくり
たいという衝動から，箱をつくる作業や調理をい
われるままでするのでは教育ではない。以上のよ
うに，デューイは，子どもの生活と教育との関係

を考えたのである。
　そして，デューイは具体的に箱つくりや調理の
教育的方法を述べる。教育は，興味や関心を満足
させるために活動させるだけではない。箱をつく
りたいという衝動を，教育的にするには，子ども
にどんな大きさのものかどんな形のものかという
観念を明確にし，計画し，必要な材料を手に入れ，
必要な部分の寸法をとり，各部分の割合を決める
などの課題が必要となる。このための訓練や知識
の過程としての具体的な作業である。
　食堂や調理ばかりではなく，四角の上の部分と
してデユーイが提起する工作室や織物作業室も子
どもの日常生活の体験からの多様な学習課題であ
る。作業室はエネルギーを応用する科学としての
物理学と結びついている。それは，商業や流通と
の結びつき，さらに，建築や装飾の発達の芸術と
の結びついている。
　子どもたちのさまざまな経験，様々な疑問，さ
まざまな発見の具体的事実について，他者の経験
や世界の叡智との関係で，議論をして問題を深め
ようとするときに，図書室は大きな役割を果たす
のである。理論と実践の有機的な関連として図書
室の役割をデユーイは次のように強調している。
　「子どもは，たんに物事を為すというだけでは
なく，子どもが為していることについての観念も
また，獲得するのである。すなわち，子どもの実
践にはいり込み，その事例を豊かなものにしてく
れる，ある種の知的概念を当初から獲得してかか
るのである。他方，あらゆる観念は，直接的であ
れ間接的であれ，経験のなかでなんらかの応用を
見つけ出し，生活のうえになんらかの影響を与え
るものである」。（４５）

　子どもの行動において，みずからの知的な認識
を深めていくのである。そして，その知的な観念
は，経験のなかで生活への応用を見つけ出してい
るというデユーイの見方である。
　子どもの生活と芸術教育はどのような位置にあ
るのか。理想の学校の二階は，中心に博物室があ
り，その四角の下の方に美術室と音楽室があるが，
絵画と音楽は学校で行われる作業の盛り上がり，
最高度に洗練されたものとしてデユーイは次のよ
うにみている。
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　「真の芸術というものは，職人の仕事から生じ，
発展したものであることがわかっていると思う。
ルネッサンス芸術は偉大であったが，その理由は
実生活における手職的な技芸から生じたからであ
る。その芸術は，どんなに素晴らしく理想化され
たものであろうと，実生活から切り離された雰囲
気のなかで，突出したようなものであったのでは
なく，生活における家庭的で日常的な形式のなか
に見いだされるものであって，そこにおいて精神
的な意味をもつ過程を進展させていたのである。
学校は，この関係に注目すべきである。……すべ
ての芸術は観念や思想を含み，事物に精神的な意
味を与え表現することを含んでいるものである。
しかも，芸術的観念そのものであるのかというと，
それとも異なっているものである。芸術は，思想
と表現の手段との生きた結合にほかならない。こ
の結合を象徴的に表現するならば，この理想の学
校においては，芸術作業というものは，いろいろ
な作業室でおこなわれている作業が，図書室およ
び博物室という蒸留器をとおされて，再び行動に
なったものと考えることができる」。（４６）

　美術室と音楽室は，学校の作業の最高の洗練さ
れた芸術な表現の場であるとデユーイはみる。芸
術の発生は，職人との関連で実生活と結びついて
展開された。学校の芸術も実生活との関連での作
業における精神の洗練された表現の営みの高まり
としてとらえていく必要がある。芸術の独自性が
あるが，作業と結びついて展開することによって，
芸術にも活力を与え，作業の精神の深みと豊かさ
をもつものであるととらえる。
　芸術は身体の諸器官をまきこんでの技術的技巧
の側面をもっているが，それだけが精神の洗練さ
れた表現ではなく，観念や思想を含み，図書室や
博物室で蒸留して，深みと豊かさをもって，再び
表現行動にでるということになる。学校の芸術活
動は，図書室や博物室の役割は不可欠であり，作
業活動と密接に関係することを求めているのであ
る。
　学校での教養の教育では，科学的，歴史的な見
方，技術の業績，思想として察知する側面と，芸
術の観念を作業室そのものに導入するものから生
じる。学校は，芸術と科学と産業との総合がなさ

れた産業博物館というなかで，子どもたちは教育
されていく。子どもの経験や生活は，芸術的，文
学的側面があり，科学的，歴史的な側面がある。
そこでは，数学の世界，物理の世界，歴史の世界
などがある。どのような学科もすべて，子どもの
能動的経験と生活からみるならば共通する世界が
あり，教育を生き生きと統一して組織できるとい
うのがデユーイの見方である。

３．�子どもの指導とカリキュラム－子どもの現時
の体験と未来の経験－

子どもの経験と学習課程
　子どもの経験と学習過程は，どのような関係に
あるのであろうか。子どもの生活と経験がカリ
キュラムの編成にどう関係していくのであろう
か。訓練などの学習過程を論理的にみる観点と，
興味などの学習の過程を心理的にみる立場からみ
ることと，対立する見方が学校のなかにあるとデ
ユーイはみている。
　前者は教師の立場にたって，訓練と学識の必要
性を強調し，法則性，ガイダンスなどを合い言葉
にしている学校である。後者は，子どもへの共感
性と，子どもへの自然的な本能による知識の必要
性を強調し，自由と自発性を合い言葉にしている
学校である。
　デユーイは，教育課程を考えていくうえで，論
理的な課程と心理過程は相互に関係している。子
どもの経験と学習過程の編成していくうえでの教
科は，人類が世代から世代へと努力し，奮闘し，
そして成功してきた成果の累積を体現したものと
している。そして，組織化し，反省的に公式化さ
れるやり方で提示されたものであるとデユーイは
のべている。デユーイ「学校と社会，子どもとカ
リキュラム」（４７）頁
　そして，子どもの経験は，現在の子どもの生活
を解釈するだけではなく，未来にむけたものであ
る。経験を現実のものと，未来への経験というこ
とで，二つの次元を示しているのである。未来の
経験ということを積極的に提示することによっ
て，経験の概念を子どもの成長のなかで流動的に
みているのである。この見方の大切を次のように
のべる。
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　「子どもの経験は終極のものではなく推移して
いくものである。子どもの経験は，それ自体完結
したものではなく，一定の成長傾向について，そ
れが確認されるという徴候であり指標である。わ
たしたちが，子どもがいまここで力を発揮して表
出したものだけを注視するようでは，わたしたち
は，子どもの経験の真の理解にはほど遠く，ただ
当惑させられ誤解させられるだけである」。（４８）

　子どもの経験を終極としてとらえるのではな
く，一定の子どもの成長のなかで流動的にみてい
くことが必要であるとしている。子どもの現時の
経験の様子は，子どもの未来の経験という視野か
らは，現時の能力は，ひとつの通過点にすぎない
のである。デユーイの経験の見方は，累積な経験
という視野からではなく，また，現時で体験する
様子だけではなく，未来への経験の能力を含めて
考えていく必要があるというのである。未来の経
験ということは，子どもの生活を現時に限定して
みるのではない。子どもの未来の生活や未来の能
力を展望して体験をみているのである。この未来
の体験は，指導によって，子どもの未来の体験が
見通されていくのである。その指導は外部的に押
しつけられるものではなく，放任されるものでも
ない。
　子どもの体験は大きな教育効果をもっている。
体験させれば教育的効果をもつというのでは決し
てないのである。子どもに作業体験をさせること
や自然体験させることは，子どもの活動の衝動に
基礎をおいて教育的営みを行うのであり，知識や
技能の獲得目標と，その計画と指導方法がなけれ
ば意味をもたないのである。子どもに箱をつくら
せていく作業においても，知識や技能の教育があ
るのである。調理にしても材料にそれくらいの費
用がかかるか，温度はどれくらい必要なのか，時
間はどれほどなのか，栄養的価値は何かなどの知
識や技能の教育的営みが必要なのであろとデュー
イは語るのである。
　学校での教育を考えていくいくうえで，子ども
の４つの衝動を大切にしていく必要性があると
デューイはみる。この４つの衝動は，会話やコ
ミュニケーションという社会的本能，探求する本
能，ものをつくる構成本能，芸術的表現本能であ

る。子どもの活動的成長は，この４つの自然的資
源を働かせることによって，有効に教育ができる
のである。デューイは４つの子どもの本能を大切
にしながら，子どもが人間の原始生活に興味を特
別にもつことを重視する。子どもが人間の原始生
活に特別に興味をもっていることから人類史的視
点から子どもの成長をみていることもデューイの
教育方法の特徴である。子どもの興味と原始生活
の人間の興味は共有することを次のようにデュー
イは指摘する。「子どもの有するさまざまな興味
は，原始生活におけるいろいろな興味のあいだに
ある一定の同一性が存在する，ということである。
子どもの精神における原始人の典型的な活動へと
立ち返るという一種の自然な先祖返りといったも
のが存在するのである」（４９）

　子どもの自然的な遊びのなかに人間の原始生活
への里帰りがある。子どもは，好んで小屋づくり
や洞窟に入る。そして，隠れ場所を確保する。矢
をつくっての狩猟ごっこ遊びをする。木登りなど
も積極的にする。原始時代の人間の生活の営みを
子どもは遊びのなかで創造的につくりだしている
のである。子どもは，自然に接触すると，原始生
活の人間の姿を豊かにイメージをつくりだすので
ある。教育は，子どもに自然に接触するまえに，
この子どもの本能的な興味を，教師は認識して，
教育の計画を立てておくことが必要である。豊か
に人類の歴史を自然をとおしながら，言語能力，
数学的な能力，科学的な能力，技能や技術能力，
創造的な能力，人間関係能力，規範能力，持続力
などさまざまな教育的課題の教育的営為が求めら
れているのである。
生活体験と科学的学習
　子どもの生活学習そのもでは，体系的な科学的
学習にならない。科学的学習には独自に目的意識
的な学習が求められる。子どもの生活の学習を科
学の体系からの学習にどのように結びつけていく
のか。生活学習と科学的学習を切り離さないで，
生活体験を有効に科学的学習に繋げていくこと
は，科学的学習そのもを定着した能力に育ててい
くためにも必要なことである。
　子どもの生活体験の学習提供は，体系的にそれ
ぞれの科学の分野の基礎的事項を学習させていく
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ことと，重なっていかないことがあることを見落
としてはならない。とくに，日常生活の体験をと
おしての教授学習過程においては，取得させてい
く基礎的な学習課題をどのように明確にしていく
のをいう問題がある。
　学習課題を明確にしていくための限定性と，実
際の生活体験のなかに存在する学習課題の多様性
のなかで，子ども自身が習得していく学習課題を
明確に目的意識化させていくという難しさがあ
る。この課題を解決していくために教科として，
体系的に学習課題を習得させるために，単元をき
めて学習の到達度を明らかにしていく方法と，日
常的な生活からの多様な学習課題を設定していく
ことと，両面があることを見落としてはならない。
　この問題を統一的な，解く鍵として，総合的時
間の学習を日常生活体験学習として位置づけて，
教科とクロスしていく学習形態が，ひとつの試み
としてある。このクロスカリキュラムのなかで，
重なる教科の課題学習と，重ならない教科の基礎
的な学習項目を整理して，教育計画が求められて
いるのである
　教育における浪費は，個々の教育活動が孤立し
ていることに根本的原因がある。教育における分
業化と教育の浪費は同じということをデューイは
次のようにのべる。
　「学校それ自体を社会生活の他の諸様式と関連
させながら，一人ひとりの個人から成るコミュニ
ティとしてのそれ自体を組織化することにほかな
らない。いっさいの浪費は，物事が孤立させられ
るていることに起因する。組織とは，事物が無理
なく簡潔に柔軟性をもって適切にはたらくよう
に，それらの事物を相互に結び合わせいることに
ほかならない。そこで，教育における浪費という
問題について述べるにあたっては，学校制度のさ
まざまな部分が相互に孤立しており，教育の目的
に統一性が欠落していることや，教科の学習と方
法との一貫性が欠如していることといった事柄に
も注意を喚起したいものである」。（５０）

　教育の浪費とは子どもの生活を浪費してしまう
ことであり，将来への準備の生活のためにも浪費
してしまうということであるが，その浪費は，教
育の活動が相互に関連していないで，教育の目的

が統一性を欠落していることや，教科の学習と方
法が一貫性を欠くことから生まれるとデューイは
みるのである。教育の浪費は，子どもの生活を総
体として捉えて，個々の教育活動が，その総体に
統合していくことができないことである。
相互関連性による論理的側面と心理的側面の統性
　個々の教育活動がバランスを失い，バラバラに
やられていることは，子どもの学校生活もバラバ
ラになり，子どもの生活を満足させて，子どもの
成長を導いて行き，将来の準備のための教育の効
果をあげることが出来ないことになるのである。
現代の学校教育の活動は教科の専門主義に陥り，
それぞれの教育活動が分業され，子どもの生活や
成長を統一的にみることができなくなっている。
せめて，それぞれの教科ごとや特別活動，道徳の
活動分野の相互の連関が必要になっている。この
相互の連関や統一性をもたらしていく教育の理念
や目的が明確になっていないのが，現代の学校の
教育活動の問題点ではないか。デューイの子ども
の生活と学校という基本理念からの教育活動は，
教科や領域の相互関連性や統一性をつくりだすう
えで，大切な見方である。
　教師の指導とは，子どもの生活過程を解放して，
発達の援助をしてやることである。指導は，子ど
もの生活課程を自由に解放することである。強制
力と自由は，限定された発達のなかで機能してい
くものである。大人の指導を子ども自身の自らの
生活過程を自由に解放するための発達のための援
助である。
　「指導とは，外部からの押しつけではない。指
導（ガイダンス）とは，生活過程がそれ自体を最
も十分に達成できるよう，その生活過程を自由に
解放することである。子どもの現時の経験につい
ては，おとなの成熟した経験から遠く離れすぎて
いるという理由で，また，子どもが純真なるがゆ
えにむら気で物事をやってのけることに対して
も，感傷的に理想化しているのではないかという
理由から，無視されてよいようにいわれてきたこ
とであるが，そのことは，いまここではその言葉
遣いはわずかに変わっているものの，やはりこれ
までと同じようなことが繰り返し述べられること
になるだろう。そこでは，子どもの外部からの強
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制力によるのか，あるいは子どもを放任しておく
のかといったように…両者とも発達はある明白に
限定された過程であって，その発達自体のうちに
もっている」。（５１）

　経験の概念には，論理的側面と心理的側面があ
り，論理的側面は学校教育での教科に立脚してい
る。経験の概念にある教科や科学の側面と，生活
感情に立脚した心理的側面があるのである。
　「経験の論理的側面と心理的側面とを識別する
ことはもとより，それを相互に関連づけることも
また，有益なことであるにちがいないだろう。前
者の論理的側面は，教科それ自体に立脚しており，
後者の心理学的側面は，子どもとの関連において，
経験に立脚しているものである」。（５２）

　心理学的説明は，現実の成長段階に注目してい
る。論理的側面は，一定の教科の認識段階に達成
されたことであり，子どもの全体的な発達の過程
を無視して，教科の認識のみの成果だけを考慮す
るとしている。論理的側面は科学や学問領域であ
り，学校教育での教科の側面を強くもっているも
のである。それは，個人の経験の次元にとってか
わるものではないとしている。「科学あるいは学
問領域や教科学習のために論理的に公式されたも
のは，個人の経験にとって代わるものではない。
……わたしたちが理科であるとか，教科の学習と
か呼んでいるものは，未来のために最も役立つよ
うにつくられた形式において，正味過去そのもの
の経験が投入され掲載されたものである」。（５３）

　論理的側面を強く持つ教科の学習は，未来のた
めに最も役にたつものであり，個人の生活感情の
領域ではなく，人類的文化の経験を累積したもの
である。論理的な側面から教科の学習は，偶発的
な経験でがなく，未来の経験にとって最も役にた
つものである。それは，秩序立てられて，未来を
創造する豊かな力をつくりだすことである。
　「経験とは，過去においての，おおいに偶発的
で，ためらい，迂回しながら起こった諸経験と，
未来におけるこれまでよりいちだんと制御された
秩序立てられた経験とが，紡ぎ合わされたもので
ある。経験は，それが未来の経験にとって，最も
有益で，最も重要で，最も創造力豊かなものにす
る正真の形態のなかに，過去の経験を託するとこ

ろにあるのである。経験の先導により提示されて
くる抽象化，一般化，そして類型化といったよう
なことすべては，将来に見込みある深長な意味を
もつのである。……論理的観点は，経験の発達上
の一時点としての意味をもつのであり，その論理
的観点が正当化される理由は，その観点により保
証される未来の成長において，その論理的観点が
機能することにおいて認められるからである。こ
のようなわけで，経験のなかに，教科学習の教材
や学問領域の素材を回復させることの必要性が生
じてくるのである。教材は，それが抽象化されて
きたところから，経験へと復帰させれなければな
らない。教科は心理学的に解釈されることが必要
となろう」。（５４）

　論理的観点が正当化されるのでは，未来の成長
のために保証されることである。教科の学習は，
未来の経験のために豊かな創造力をつけるためで
ある。そして，教科の学習は，論理的に抽象化さ
れてきたところから具体的に生活のレベルにおい
ての経験に復帰されるべきであり，ここでは，心
理的側面が求められていくのである。

４．教材を扱う科学者の側面と教師の側面
科学者としての側面と教師としての側面
　教科や教材は二つの側面があるとデユーイは考
える。科学者としての側面と教師の側面は本質的
に異なるとみる。科学者は研究成果のために，新
しい問題の発生源を突きとめるために教材を考え
るのであり，教師は，新しい仮説を提出したり，
検証したり，新しい事実を発見するようなことに
関心がなく，こどもの現在の経験のなかで何が有
益か，子どもの成長にに適切に導かれる教材であ
るかという関心である。
　「教師は，理科の教材を，経験の発達上の一定
の段階や局面を表示しているものとしてみること
によって，その教材に関心をもつのである。教師
にとって教材に関する問題は，その教材に，生き
いきとした個人的な経験をすることを含ませるこ
とに関する問題である。したがって，教師として
関心をもつことは何かといえば，それは，その教
材が経験の一部になるようにする方法についてで
ある。……教師は，教材それ自体についではなく，
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一つの全体として成長していく経験のなかに関連
づけられた，要素としての教材に関心をもつので
ある。このようにして，教材を見きわめていくこ
とは，その教材を心理学的に説明することになる
のである」。（５５）

　教師が教材を扱っていくうえで，三つの弊害の
危惧を考える必要があるとデユーイはみている。
子どもは，見たり，感じたり，好きになったりと
いう直接に経験したことに対して，高度に抽象し
て価値づけることの難しさがある。これは，抽象
化して過程は，真理を発見し，把握する方法とし
て不可欠の要素である。算数であれ，地理であれ，
文法であれ，その科学的，学問的な事実の認識は，
子どもが過去に行った探求し獲得したことの手法
を利用することや，子どもの生活のなかで有意義
的な位置を占めていなかれば中味ののない抽象化
になってしまう。
　学習がなりたつためには動機づけが供給されな
ければならない。自分の学習の達成感を意味ある
もにしていくためには，学習の目的，動機が必要
である。教材がレッスンの形態のもとに供給され
ると，学習の動機との連関性が欠如する。教える
ことが機械的になる。最も科学的な教材は論理的
手法で提供される。有機体で活力に満ちた相互作
用という学習の動機付けが見失われる。科学的教
材における工夫は，子どもの動機づけと子どもの
推理力，抽象化能力，一般化する能力を発達させ
ることとの相互作用をみていくことである。（５6）

　子どもが教具の奴隷にならないようにするため
にはどうしたらよいのか，さらに，教育指導をし
ていくうえで，他者の経験が不相応にならないよ
うに，教具の奴隷にならないように，解決すべき
問題をデユーイはつぎのように述べる。
　「⑴子どもに，仕事，表現，会話，構成および
実験という局面において，十分に多くの個人的な
活動をさせるものを供給し，よって，子どもの道
徳的ならびに知的個性が，書物によって押しつけ
られるような，つまり他者の経験が不相応に多く
なりすぎてくることによって，圧殺されることが
ないようにするということである。したがって，
⑵子どもに，このようなより直接的な経験を得さ
せるにあたっては，子どもが伝統的で社会的な道

具の力を借り，これを自由に駆使したりすること
の必要性を感じとることができるようにすること
である。そのために，子どもに動機を与え，社会
的道具の使い方を知的なものにし，つまり，奴隷
的に従属させるのではなく，子ども自身の能力を
高め，付け加えていくことである。もしこの問題
が解決されるならば，言語，文字，算数の学習か
らは，もはや機械的なドリルや形式的な分析と，
それがたとえ無意識的であるにせよ，感情的にあ
おられたような興味に訴えるようなこととの結び
つきはなくなるであろう」。（５7）

　教具の奴隷にならないように，子どもに体験を
通して，自由に道具を利用できるように，個人的
活動を多様にできるように準備できる必要性をデ
ユーイは強調しているのである。他者の経験と書
物によっておしつけられることのないように，子
どもに動機を与えて，社会的生活との関係で，子
ども自身の能力を高めていくことであるとしてい
る。
　機械的なドリルの反復訓練的な教育や感情的に
興味を訴えることを戒めているのである。現代の
小学校での市販テキストによるドリルの教育がは
やる現状のなかで，このデユーイの戒めは，小学
校の発達の段階からみた場合に，極めて非教育的
な指導であることを考えなければならない。また，
感情的に心理的操作を利用しての子どもの興味関
心を煽動していく教育指導も，多様な個人的な活
動の保障のなかで，子ども自身が自己選択して，
興味を内面的につくっていくことの大切さを指摘
しているのである。
　教具の奴隷にならないように，教育の手段を子
どもの成長という目的にあわせるためには，ドリ
ルや感情的な心理操作を戒めていたが，読み書き
算の教育が，子ども自身の生活，社会的生活との
関係で直接的な活動様式，実際的な仕事の作業，
科学的観察，科学的な実験などの事項が他のもの
と切り離された孤立した教科ではなく，子どもの
経験から有機的に導入されたものとして，組織的
に進歩的方式でしなければならないとしている。
さらに，組織的であり，進歩的な方法によって，
これらの教科の配当時間は結果として減少し，読
み書き算の記号的な手段の力がより一層に知的に
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なり，能動的になるとデユーイは述べている。（５8）

子どもの興味と生産活動と結びついた学習の効果
　子どもが自分自身でどれだけ成長しているのか
を測定していくうえで，子どもがなにかを生産し
たり，創り出そうとしている力をひきだすことは
重要である。つまり，生産活動と結びついた学習
の成果は，限定され，明確になるものである。こ
の学習を進めていくうえで，十分な考慮を払い損
なっていれば学習上の遅れが目にみえるようにな
る。これらの学習に配当された時間は，学校のプ
ログラムの編成において，一定期間ごとに集中的
に行ったり，交替して行ったり，すべての主題を
同時に同じ速度で展開するのではなく，ある時に，
ひとつの教科が前面とりだされることなどの工夫
が求められるとデユーイはのべる。（５９）

　子どもの興味を工夫するカリキュラムをどのよ
うにしてつくりだしていくのか。学習の動機づけ
で，学習する子ども達に興味がなければ十分な効
果をもつことができない。興味は，教師が教材を
とりあつかううえで，極めて大切なことである。
興味は子どもの全生活の価値にかかわるものであ
るとデユーイはつぎのようにのべる。
　「興味は，人間の意識生活の全体のなかに位置
づけられるので，興味はその全生活の価値にかか
わり，その価値を共有するものである。しかしな
がら，外面的に表示される教材が，子どものから
分離された観点や態度のもとで理解され生み出さ
れてくると，また，子どもとはかけ離れて相容れ
ない動機のもとで発展してくれると，教材それ自
体は，このように子どもの生活における居場所が
なくなるのである。そこで，子どもに教材をむり
やりに押し込もうとして，偶然に思いついたよう
な梃子装置や，教材をわからせようと駆り立てら
れる不自然なドリルや，教材に子どもを誘い込も
うとする人為的な買収に頼るようなことになるの
である」。（５９）

　子どもが興味がわかない場合に，それにとって
代わることを教師は試みるのである。咎めたり，
みんなの笑いものにしたり，放課後居残りさせた
り，悪い点数で自尊心を傷つけたり，落第させた
りということで，教科を学ぶうえで，恐怖心や強
制力をもたせるようにするのである。これらは，

反発を呼び起こし，注意力を失っていくのである。
教材に，子どもたちが興味をもたないことは，教
材を子どもの生活の一連の領域内や活動範内で取
り上げ，発展させることである。興味を喚起させ
るためにトリックを用いて，教材を興味あるもの
に仕立てることは，子どもが日頃口にしなかった
ものと全く違った食べ物をよろこんで味わってい
る間に，口に合わない食べ物を一口に飲み込ませ
て消化させることであり，さほどむずかしいこと
ではないとデユーイは指摘する。（61）

　「学習課程を編成している，定式された知識の
宝庫が価値をもつのは，その学習課程が教育者の
遠回しの指導をとおして，その知識の宝庫によっ
て教育者が子どもの環境を規定することができる
ようにしているにすぎないからである。学習過程
がもつ第一の価値，すなわち原初的な指示は，子
どものためにではなく，教師のためである。……
子どもが現在もっている能力こそ，それ自体の正
当性が主張されて然るべきものである。子どもの
現在の能力こそ，現実にはたらかせていくべきで
あり，子どもの現在の態度や心構えこそ，実現さ
れて然るべきものである。しかしながら，教師が
すでに知っているもの，つまり，わたしたちがま
さにカリキュラムと呼んでいるものに体現されて
いるような，人類が表現してきたものについて，
賢明かつ十分にわかっているものを除外しては，
教師は子どもの現在の能力もあるいは態度もどの
ようなものであるか，さっぱりわかっていないの
である」。（６2）

　学校の学習過程の編成で価値ををもつのは，教
育者が子どもの学習環境を整備していくにすぎな
いことである。学校の学習過程の編成は，子ども
の学習のためというよりも，教育者自身の指導の
ためである。教師は，学習課程を編成することは，
教師自身が子どもの教科の指導をしていくうえ
で，人類史的な文化，人類の蓄積した科学を賢明
に十分に理解していくことであるとしている。カ
リキュラムはまさに教師の指導に価値あるあるも
のであるというデユーイの見方である。カリキュ
ラムを編成していくうえで，子どもの生活や発達
の現状という側面と同時に，教科の学習の内容を
人類的文化や科学の蓄積を教師自身が十分に学ん
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でいくことの大切を強調しているのである。
子どもの想像力の開発
　子どもの想像力の開発は，科学の力をつくって
いくうえで大切な課題である。子どもは想像的な
価値や理念の世界に生きているのであるが，子ど
もは現実にそのような世界を外面的に不十分なか
たちでしか具体的に表現することができない。子
どもの想像力の開発は，非現実的な仮想的なもの，
つまり神話とかつくり話とかいった方向に思いこ
んでいるが，このような方向では子どもの想像力
をぶちこわしてしまうとデューイは考える。非現
実的仮想の世界では，子どもの想像力の成長は生
み出すことができない。子どもの生活が想像力を
媒介するものでであるとデューイは次のように語
る。
　「想像力というものは，子どもがその中で生活
するうえでの媒介物なのである。子どもにとって
は，いやしくも自分の心を捉え活動を促している
ところにはどこでも，またどのようなもののなか
にも，あり余るほどの価値と意味があふれている
のである」（６3）

　学校と子どもの生活という関係は，自然状態の
生きている子どもに活動を与え，満足させること
にある。学校の作業室の材料や道具の利用，歴史
や科学のいっさいは，子どもの想像力を開発する
教材となる。子どもの生活を豊かにして，秩序あ
るものにする。この想像力の開発の教材によって，
視野の拡大，共感，成長していく力の自覚，自己
の洞察力，積極的な能力が育成されていくのであ
るとデューイはみるのである。
　想像力の開発の教材を子どもの生活から具体的
にどのようにつくっていったらよいのか。子ども
の衝動や興味関心，子どもの活動力から想像力の
教材の開発として，地域での文化や自然，歴史な
どから教科や領域からカリキュラムをたてていく
いくことが大切ではないか。このカリキュラムは，
相互に教科や領域ごとに関連して全体として統一
性をもち，教育の方法も子どもの生活ということ
から教育目的を明確にしての地域教材としての教
育計画による一貫性をもっているということが必
要である。教育の総体として，教養をみにつけて
いくこと，それは共感感情をもって，想像力を成

長させていくことである。想像力とは，個人の次
元ではなく，社会的な能力であり，共感していく
能力をもつことである。
　「教養とは想像力の成長ということであり，そ
れが柔軟性に富み，見通しをもち，共感感情をも
つことができるような方向へと成長し，ついには，
一人ひとり個人が営む生活が，自然や社会での生
活によって満たされるような，そのような想像力
の成長のことをいうのである」（６4）

　教養をみにつけて，想像力を成長させていくこ
とは，社会的に共感していくことと同時に，個々
が満たされていく想像力であることを決して見落
としてはならないのである。学校は，個々からな
るコミュニティのなかで組織化される。それは，
個々を超越した全体主義的なコミュニティではな
いのである。

５．�反省的注意力と子どもの自立的精神の発達－
反省的注意力発達と自然教育－

自立精神の発達と注意力
　問題を自ら発見し，自ら探求し，自己制御して
いけるという自立的精神はどのようにしてつくら
れていくのか。この問題を考えていくうえで，デ
ユーイが問題提起する注意力の発達論は興味ある
ことである。子どもの想像力と意識的な注意力の
形成を，疑問や問題発見の重要性をデユーイは提
起している。それは，子どもの幼少期の遊戯やゲー
ムなどの没頭体験からではない。没頭体験から認
識を克服していくために，子どもたち自身が，疑
問をもつ想像力が出発であるとしている。
　疑問と問題を解いていくための新たな段階とし
て，多様な事実を観察して，子ども自身による疑
問や問題の討議の媒介が必要である。人間生活の
環境問題は，生活と自然の相互の関係がみえて，
細切れの専門では問題の解決の糸口がみえない。
それは，注意的発達を考えていく教材として，適
しているのである。
　ところで，自然教育は，人間生活と結びついて
行われることによって，子どもの探求的な精神的
エネルギーを集中することができる。人間と自然
の意識的な区別は子どもの認識を混乱させ，子ど
もを当惑させるとデユーイは考える。自然の学習
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は，人間の生活環境の仕組みのなかに位置づけら
れてこそ，子どもは正しく自然を認識することが
できる。自然の学習は，子どもに観察力を指導し，
子どもが生活している世界で共感的な興味を育成
し，子どもならではの情動や思考をとおして多様
な事実や観念をとりもつ媒介を供給し，さらに，
子どもの発達の将来を見通して，後年のより専門
化された学習に，解釈説明できる教材を提供する
工夫が求められているのである。デユーイは自然
学習を細分化した自然科学の学習ではなく，人間
の生活の相互関係のなかで総合的な視野からみつ
めていかねばならないと次のように問題提起して
いる。
　「教育機関での課業の社会的側面と自然の諸事
実や諸力とが切り離されてはならない。なぜな
ら，人間と自然との意識的な区別は後年になって
の反省や抽象の結果であって，そのことをここで
子どもに強要することは，子どもの全精神的エネ
ルギーを集中にはたらかせることをできなくする
だけではなく，子どもを混乱させ，子どもを当惑
させることになるからである。環境というものは，
いつもそのなかには生活が位置づき，また生活が
それによって取り囲まれているものなのである。
環境をそれ自体として切り離して，幼い子どもた
ちにそれだけ観察させ，注目させたりするように
し向けるならば，それは人間の本性に対して，分
別のない扱い方をすることになるのである。つい
には，自然に対する子どもの精神の本来の開放的
で自由な態度は破壊され，自然は入念に細分化さ
れた意味のない魂になりさがってしまうことにな
るのである」。（６5）

　細分化された自然学習では，かえって子どもの
自然に対する開放性や自由な態度を破壊してしま
うとしている。環境の学習は，人間生活と自然と
いう総合的な認識を目的に学習していくのであ
る。細分化した自然観察では，科学に対して分別
のない子どもをつくりあげていくというのであ
る。
遠方の未知の認識と身近な経験の認識の統一
　遠方の未知の認識と身近な経験の認識の統一は
教育にとって大きな課題である。はるか遠方のも
ので未知のことと，身近なすでに経験しているこ

との二つの要因をどう統一的に教育指導として働
かせていくか。そして，想像力をどのようにして
つけていくのか。想像力は，実行不可能な教材で
はない。それは，広くゆきわたっている観念の影
響のもとに考えていくことが必要である。想像力
を援用することは，日常的なもの，ありふれたも
のの学習が陥りがちな退屈反復をさせないで，生
気をあたえるものである。
　想像力は新しく視野を拡大していくことであ
り，これまでの経験や情報の誤りを訂正し，それ
を拡張していけるような新しい観察をしようとす
ることであり，子どもがいままでの自分の経験と
知識のすべてを引き出し，他の子どもと交換して
いける場面をつくりだすことであるとデユーイは
想像力の教育的意義と方法を考える。
　この意味でデユーイは反省的注意力の発達とい
う概念を提起して，遊戯などにみられた直接的な
経験からのイメージから意識的な注意の発達の必
要性を問題提起している。子どもが遊戯などで没
頭していることは，自分を投げ出しているが，無
意図的注意であり，意識的な努力はなんらされて
いないとする。それははるか遠方にある意識の発
達では決してない。意識的に遠方のことを考える
有意的な意識の発達が独自に求められていくので
ある。この有意的意識の発達は子どもが問題を解
いていくように，疑問の形式で，結果を想定して
自分自身のため自らが求めるような問題解決的な
学習が必要になってくるのである。子どもの意識
的力量が増大していくと，子どもは自分の行動と
イメージを，問題解決の探求に役立てるように統
御していく。これが本来の反省的注意であるとデ
ユーイはみるのである。質問や疑問をもたないな
かには，反省的注意が喚起されることはない。反
省的注意力を身につけることは，知的側面が働く
まえに，問題や疑問を設定する力の獲得が必要で
ある。
　歴史の課業においては，物語や伝記の形式から，
提起された問題についての議論から，問題の設定
の転換が行われ，それで意見の相違が可能になり，
論点や経験，反省などが有効になる。疑問や意見
の違いが明確になるまで討議して，問題の核心の
解決の材料を探し求めて，子ども自らが判断力を
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身につける。疑問の設定を討議して，みずから判
断する子どもの自発的な注意力は，思考力と精神
の内面的な自己制御力を身につけていくことであ
る。
　「反省的注意力というものには，つねに判断・
推理・熟慮が含まれている。すなわち，その場合
に子どもは自分自身の問題をもっており，その問
題についての解答を得ようと，適切な関係資料を
探求し選択することに積極的に取り組むのであ
る。そのさい，ここに選び取られた資料の意味や
関係―すなわちその資料が求め導くような解答―
を考察するのである。問題というのは，子ども自
身のものなのである。だからこそ，注意への動因
や刺激もまた子ども自身のものである。したがっ
て，それによって得られた訓練も，子ども自身の
ものである。その訓練とは，自己統制力において
獲得されたものであり，すなわち，問題を考察す
る習慣を獲得することにほかならない」。（６6）

　ところで，教師が子どもから人気を得ようと努
めたり，子どもに媚びたり，または，子どもをお
どしたり，強制したりする注意は，子どもの反省
的注意力の発達を寸断するものである。子ども自
身が自ら反省的注意力をもつことが必要であり，
教師が指導と称して，子ども自身の内発的な反省
的注意力を押しつぶしてはならないのである。教
師の指導は，あくまでも子ども自身の内発的注意
力に対する援助なのである。そして，子ども自身
の未来のために創造力をつけ，身近な認識から遠
方への未知への認識へと指導できる力量が教師に
求められているのである。

注
（１）フレーべル「人間の教育上」，岩波文庫，３６

頁
（２）前掲書，３９頁
（３）前掲書３７頁
（４）前掲書，６２頁～ ６４頁参照
（５）前掲書，１７０頁～ １７１頁
（６）前掲書，１６５頁～ １６６頁
（７）フレーベル「人間の教育下」岩波，７頁～

８頁
（８）前掲書，１１頁

（９）前掲書，１８頁
（１０）前掲書，３８頁～ ３９頁
（１１）前掲書，１８４頁
（１２）前掲書，１４９頁
（１３）フレーベル「人間の教育」岩波文庫,７１頁
（１４）フレーベル「人間の教育」岩波文庫，１４５頁
（１５）フレーベル「人間の教育上」岩波文庫，１３２

頁
（１６）フレーベル「前掲書」１１３頁
（１７）前掲書，１３６頁
（１８）前掲書，１３７頁
（１９）前掲書，２１６頁～ ２１８頁参照
（２０）前掲書，２７６頁～ ２７７頁
（２１）前掲書，２８２頁～ ２８３頁
（２２）フレーベル「人間の教育上」岩波文庫，２３２

頁
（２３）前掲書，３２６頁～３２７頁

（２４）前掲書，２９０頁
（２５）前掲書，２９５頁
（２６）前掲書，２９６頁
（２７）前掲書，３０４頁
（２８）前掲書，３０９頁～３１０頁参照

（２９）前掲書，３２２頁
（３０）ジョン・デューイ・市村尚久訳「学校と社

会，子どもとカリキュラム」講談社学術文庫，
１６２頁～ １６５頁参照

（３１）前掲書，１７１頁。
（３２）前掲書，１７９頁
（３３）前掲書，６６頁
（３４）前掲書，７７頁
（３５）前掲書，７９頁
（３６）前掲書，１２６頁
（３７）前掲書，１２８頁
（３８）前掲書，１３１頁～１３２頁

（３９）前掲書，１３５頁～ １３６頁
（４０）前掲書，１３７頁
（４１）前掲書，１４３頁
（４２）前掲書，１４４頁
（４３）前掲書，１４４頁～１４５頁

（４４）前掲書，９７頁
（４５）前掲書，１４６頁
（４６）前掲書，１４８頁～１４９頁



－267－

神田：自立と共生の教育社会学（その５）

（４７）前掲書，２７４
（４８）前掲書，２７６頁
（４９）前掲書，１１２頁
（５０）前掲書，１２６頁
（５１）前掲書，２８１頁～２８２頁

（５２）前掲書，２８５頁
（５３）前掲書，２８７頁 
（５４）前掲書，２８９頁～２９０頁

（５５）前掲書，２９１頁
（５６）前掲書，292頁～ ２９7頁参照
（５7）前掲書，１８０頁
（５8）前掲書，１８１頁参照
（５9）前掲書，１８２頁参照
（60）前掲書，２９７頁～２９８頁
（６1）前掲書，３０１頁～３０２頁参照
（６2）前掲書，３０３頁～３０４頁

（６3）前掲書，１２３頁　
（６4）前掲書，１２４頁
（６5）前掲書，２１５頁～２１６頁

（６6）前掲書，２２５頁




